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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器(UE)または基地局であるワイヤレスデバイスによって実施されるワイヤレス
通信のための方法であって、
　送信のために第1のタイミング構成を使用するか、第2のタイミング構成を使用するかを
決定するステップであって、前記第1のタイミング構成が、ダウンリンク通信と応答アッ
プリンク通信との間の第1の時間差を含み、前記第2のタイミング構成が、前記ダウンリン
ク通信と前記応答アップリンク通信との間の第2の時間差を含み、前記第2の時間差が、前
記第1の時間差未満であり、前記第2のタイミング構成が、チャネル状態情報(CSI)を更新
するための周期性に関連付けられ、前記決定が、前記第1の時間差または前記第2の時間差
内で前記応答アップリンク通信を送信するための、前記UEの能力に少なくとも部分的に基
づく、ステップと、
　前記決定に基づいて、前記第1のタイミング構成または前記第2のタイミング構成に従っ
て送信するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記ダウンリンク通信がアップリンク許可を含み、前記応答アップリンク通信が、前記
アップリンク許可において識別されたリソースを使用する、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記ダウンリンク通信がダウンリンクデータを含み、前記応答アップリンク通信が、前
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記ダウンリンクデータの受信の成功の肯定応答フィードバックを提供する、請求項1に記
載の方法。
【請求項４】
　前記方法が、前記ワイヤレスデバイスが前記UEである場合、
　ダウンリンク制御チャネルの共通探索空間において、前記ダウンリンク通信のためのダ
ウンリンク制御情報(DCI)を、前記UEによって受信するステップ
をさらに含み、
　前記第1のタイミング構成または前記第2のタイミング構成に従って送信するステップが
、前記共通探索空間における前記ダウンリンク通信のための前記DCIの受信に応答して、
前記第1のタイミング構成に従って、前記UEによって送信するステップを含む、請求項1に
記載の方法。
【請求項５】
　前記方法が、前記ワイヤレスデバイスが前記UEである場合、
　ダウンリンク制御チャネルのUE固有探索空間において、前記ダウンリンク通信のための
ダウンリンク制御情報(DCI)を、前記UEによって受信するステップ
をさらに含み、
　前記第1のタイミング構成または前記第2のタイミング構成に従って送信するステップが
、前記UE固有探索空間における前記ダウンリンク通信のための前記DCIの受信に応答して
、前記第2のタイミング構成に従って、前記UEによって送信するステップを含む、請求項1
に記載の方法。
【請求項６】
　前記方法が、前記ワイヤレスデバイスが前記UEである場合、
　前記ダウンリンク通信のためのダウンリンク制御情報(DCI)を、前記UEによって受信す
るステップ
をさらに含み、
　前記第1のタイミング構成または前記第2のタイミング構成に従って送信するステップが
、さらに前記DCIのフォーマットに少なくとも部分的に基づく、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　送信する前記ステップが、
　利用可能なDCIフォーマットのセットの第1のサブセットのために、前記第1のタイミン
グ構成に従って送信するステップと、
　前記利用可能なDCIフォーマットのセットの第2のサブセットのために、前記第2のタイ
ミング構成に従って送信するステップと
を含む、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　送信する前記ステップが、
　前記ダウンリンク通信が、システム情報ブロック(SIB)送信、ランダムアクセス送信、
または複数の受信機に送信されたブロードキャスト送信のうちの1つまたは複数を備える
と決定するステップと、
　前記決定に応答して、前記第1のタイミング構成に従って送信するステップと
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記第2のタイミング構成を決定するステップが、
　前記応答アップリンク通信のために利用可能な最大タイミングアドバンス(TA)を識別す
るステップと、
　前記最大TAに少なくとも部分的に基づいて、前記第2のタイミング構成を決定するステ
ップと
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第2のタイミング構成を決定するステップが、
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　前記応答アップリンク通信のために利用可能な最大トランスポートブロックサイズ(TBS
)を識別するステップと、
　前記最大TAと前記最大TBSとに少なくとも部分的に基づいて、前記第2のタイミング構成
を決定するステップと
をさらに含む、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　サブフレーム全体に及ぶ制御チャネルにおいて、前記ダウンリンク通信に関連付けられ
た制御情報を受信するステップと、
　前記受信に少なくとも部分的に基づいて、前記応答アップリンク通信のために前記第1
のタイミング構成を決定するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　サブフレームのシンボルのサブセットに及ぶ制御チャネルにおいて、前記ダウンリンク
通信に関連付けられた制御情報を受信するステップと、
　前記受信に少なくとも部分的に基づいて、前記応答アップリンク通信のために前記第2
のタイミング構成を決定するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ワイヤレスデバイスが前記UEである場合、
　前記第1の時間差または前記第2の時間差内で前記応答アップリンク通信を送信するため
の、前記UEの前記能力の指示を、前記UEによって送信するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ワイヤレスデバイスが前記基地局である場合、
　前記第1の時間差または前記第2の時間差内で前記応答アップリンク通信を送信するため
の、前記UEの前記能力の指示を、前記基地局によって前記UEから受信するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第2のタイミング構成のために利用可能な最大トランスポートブロックサイズ(TBS)
が、前記第1の時間差または前記第2の時間差内で前記応答アップリンク通信を送信するた
めの、前記UEの前記能力の指示に少なくとも部分的に基づいて決定される、請求項1に記
載の方法。
【請求項１６】
　前記第2のタイミング構成のために利用可能な最大トランスポートブロックサイズ(TBS)
が、前記UEによって受信され得る同時送信の数に少なくとも部分的に基づいて決定される
、請求項1に記載の方法。
【請求項１７】
　アップリンク通信と応答ダウンリンク通信との間の第3の時間差を含む、第3のタイミン
グ構成を決定するステップであって、前記第3の時間差が、前記第1の時間差未満である、
ステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ダウンリンク通信と前記応答アップリンク通信との間の第3の時間差を含む、第3の
タイミング構成を決定するステップであって、前記第3の時間差が、前記第1の時間差未満
である、ステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第3の時間差が、前記第2の時間差以下である、請求項18に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ダウンリンク通信が、アップリンク許可において識別されたワイヤレスリソースを
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使用して送信されるべき肯定応答受信フィードバックに関連付けられた最新のサブフレー
ム以降に提供される、前記アップリンク許可を備える、請求項18に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ダウンリンク通信がアップリンク許可を備え、前記応答アップリンク通信がアップ
リンクデータメッセージを備え、前記方法が、
　前記第1のタイミング構成を使用するか、前記第2のタイミング構成を使用するかの前記
決定に少なくとも部分的に基づいて、前記第1の時間差または前記第2の時間差が、別のダ
ウンリンク通信および別の応答アップリンク通信に一緒に適用されると決定するステップ
であって、前記別のダウンリンク通信が、ダウンリンク許可を備え、前記別の応答アップ
リンク通信が、前記ダウンリンク許可に応答するフィードバックを備える、ステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項２２】
　前記第1のタイミング構成または前記第2のタイミング構成を示す、無線リソース制御(R
RC)シグナリングを受信するステップと、
　前記RRCシグナリングに少なくとも部分的に基づいて、複数の送信時間間隔(TTI)の各々
のために、前記第1のタイミング構成または前記第2のタイミング構成を決定するステップ
と
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ダウンリンク通信が、物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH)送信であり、前記応
答アップリンク通信が、前記PDSCH送信に関連付けられた非同期ハイブリッド自動再送要
求(HARQ)フィードバックの送信である、請求項1に記載の方法。
【請求項２４】
　前記第1のタイミング構成に関連付けられたHARQプロセスの第1の数が、前記第2のタイ
ミング構成に関連付けられたHARQプロセスの第2の数よりも大きい、請求項23に記載の方
法。
【請求項２５】
　送信のために前記第1のタイミング構成を使用するか、前記第2のタイミング構成を使用
するかの決定に少なくとも部分的に基づいて、前記第1のタイミング構成が非同期アップ
リンクハイブリッド自動再送要求(HARQ)フィードバックに適用されるか、前記第2のタイ
ミング構成が非同期アップリンクHARQフィードバックに適用されるかを決定するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項２６】
　前記非同期HARQフィードバックのためのHARQプロセスの数が8である、請求項25に記載
の方法。
【請求項２７】
　前記ダウンリンク通信が、共通探索空間においてダウンリンク許可を備えるか、UE固有
探索空間においてダウンリンク許可を備えるかに少なくとも部分的に基づいて、同期アッ
プリンクハイブリッド自動再送要求(HARQ)フィードバック方式を使用するか、非同期アッ
プリンクHARQフィードバック方式を使用するかを決定するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項２８】
　前記第2のタイミング構成に少なくとも部分的に基づいて、ダウンリンク制御チャネル
送信における前記応答アップリンク通信のための制御チャネルリソースのロケーションを
識別するステップであって、第1のUE固有オフセットが、前記第1のタイミング構成に関連
付けられ、第2のUE固有オフセットが、前記第2のタイミング構成に関連付けられる、ステ
ップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項２９】
　前記第2のタイミング構成を決定するステップが、
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　前記第2のタイミング構成に少なくとも部分的に基づいて、前記CSIを更新するための前
記周期性を識別するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３０】
　前記CSIを更新するための前記周期性を識別するステップが、CSIプロセスの数、CSI報
告タイプ、または基準測定サブフレームのうちの1つまたは複数を識別するステップを含
む、請求項29に記載の方法。
【請求項３１】
　前記第2のタイミング構成を決定するステップが、
　前記第2のタイミング構成のためにサポートされたCSIプロセスの数に少なくとも部分的
に基づいて、非周期CSI構成を決定するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３２】
　前記第2のタイミング構成を決定するステップが、
　前記第2のタイミング構成に少なくとも部分的に基づいて、サウンディング基準信号(SR
S)パラメータを識別するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３３】
　前記SRSパラメータが、前記第2のタイミング構成に基づいて、非周期SRS送信を構成す
る、請求項32に記載の方法。
【請求項３４】
　前記ワイヤレスデバイスが前記UEである場合、
　前記ダウンリンク通信のためのダウンリンク制御情報(DCI)を、前記UEによって受信す
るステップと、
　前記DCIの下で、SRS送信および物理アップリンク共有チャネル(PUSCH)送信のために、
異なるタイミングを、前記UEによって構成するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３５】
　前記ダウンリンク通信が、コンポーネントキャリアのセットを使用して送信され、
　前記第1のタイミング構成を決定するステップが、前記コンポーネントキャリアのセッ
トの第1のサブセットのために、前記第1のタイミング構成を決定するステップを含み、
　前記第2のタイミング構成を決定するステップが、前記コンポーネントキャリアのセッ
トの第2のサブセットのために、前記第2のタイミング構成を決定するステップを含む、請
求項1に記載の方法。
【請求項３６】
　前記コンポーネントキャリアの第1のサブセットおよび前記コンポーネントキャリアの
第2のサブセットの各々が、前記第2のタイミング構成をサポートするか否かを決定するス
テップと、
　前記コンポーネントキャリアの第1のサブセットおよび前記コンポーネントキャリアの
第2のサブセットの各々が、前記第2のタイミング構成をサポートするとき、前記コンポー
ネントキャリアの第1のサブセットまたは前記コンポーネントキャリアの第2のサブセット
のうちの1つまたは複数のために、前記第2のタイミング構成を使用して送信するステップ
と、
　前記コンポーネントキャリアの第1のサブセットまたは前記コンポーネントキャリアの
第2のサブセットのうちの1つまたは複数が、前記第1のタイミング構成のみをサポートす
るとき、各コンポーネントキャリアのために、前記第1のタイミング構成を使用して送信
するステップと
をさらに含む、請求項35に記載の方法。
【請求項３７】
　前記第2のタイミング構成のためのダウンリンクスケジューリング情報が、物理ダウン
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リンク制御チャネル(PDCCH)送信においてサポートされ、拡張物理ダウンリンク制御チャ
ネル(ePDCCH)送信においてサポートされない、請求項36に記載の方法。
【請求項３８】
　前記第2のタイミング構成のためのダウンリンクスケジューリング情報が、物理ダウン
リンク制御チャネル(PDCCH)送信と、拡張物理ダウンリンク制御チャネル(ePDCCH)送信の
両方においてサポートされ、前記ePDCCH送信における前記ダウンリンクスケジューリング
情報の利用可能なトランスポートブロックサイズ(TBS)が、前記PDCCH送信における利用可
能なTBSとは異なる、請求項36に記載の方法。
【請求項３９】
　前記第2のタイミング構成を使用して送信する前記ステップが、前記コンポーネントキ
ャリアの第2のサブセットのために、前記第2のタイミング構成を使用して送信するステッ
プと、前記コンポーネントキャリアの第1のサブセットのために、前記第1のタイミング構
成を使用して送信するステップとを含み、前記方法が、
　前記コンポーネントキャリアの第1のサブセットおよび前記コンポーネントキャリアの
第2のサブセットに関連付けられたアップリンク制御情報が、同じアップリンクサブフレ
ームを使用して送信されるべきであると決定するステップと、
　並列アップリンク制御チャネル送信において、前記アップリンク制御情報を送信し、同
じアップリンク制御チャネルリソース上で、前記アップリンク制御情報を多重化するか、
あるいは前記コンポーネントキャリアの第1のサブセットまたは前記コンポーネントキャ
リアの第2のサブセットのうちの1つのためのアップリンク制御情報をドロップするステッ
プと
をさらに含む、請求項36に記載の方法。
【請求項４０】
　前記第1のタイミング構成に少なくとも部分的に基づいて、前記コンポーネントキャリ
アのセットの前記第1のサブセットのための、CSI報告またはハイブリッド自動再送要求(H
ARQ)フィードバックのうちの1つまたは複数を構成するステップと、
　前記第2のタイミング構成に少なくとも部分的に基づいて、前記コンポーネントキャリ
アのセットの前記第2のサブセットのための、CSI報告またはHARQフィードバックのうちの
1つまたは複数を構成するステップと
をさらに含む、請求項35に記載の方法。
【請求項４１】
　複数のハイブリッド自動再送要求(HARQ)プロセスを構成するステップであって、
　　前記コンポーネントキャリアのセットの前記第1のサブセットのためのHARQフィード
バックが、前記コンポーネントキャリアのセットの前記第2のサブセットのためのHARQフ
ィードバックとともに多重化され、
　　前記コンポーネントキャリアのセットの前記第1のサブセットのためのHARQフィード
バックが、第1の物理アップリンク制御チャネル(PUCCH)リソースを使用して送信され、前
記コンポーネントキャリアのセットの前記第2のサブセットのためのHARQフィードバック
が、第2のPUCCHリソースを使用して送信される、ステップと、
　前記コンポーネントキャリアのセットの前記第1のサブセット、もしくは前記コンポー
ネントキャリアのセットの前記第2のサブセット、または両方のためのHARQフィードバッ
クを送信するステップであって、前記第1のサブセットと前記第2のサブセットの両方のた
めのHARQフィードバックを送信するステップが、誤りのケースを示す、ステップと
をさらに含む、請求項35に記載の方法。
【請求項４２】
　前記ダウンリンク通信および前記応答アップリンク通信が、時分割複信(TDD)フレーム
構造を使用して送信され、前記方法が、
　前記コンポーネントキャリアのセットの前記第1のサブセットまたは前記第2のサブセッ
トのためのハイブリッド自動再送要求(HARQ)フィードバックのためのアップリンクサブフ
レームを識別するステップと、
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　前記セットのうちの少なくとも1つのコンポーネントキャリアのためのダウンリンクサ
ブフレームが、HARQフィードバックのために識別された前記アップリンクサブフレームと
一致すると決定するステップと、
　前記ダウンリンクサブフレームの間に、前記少なくとも1つのコンポーネントキャリア
のためのダウンリンク制御メッセージを監視することなしに、前記アップリンクサブフレ
ームの間に、前記HARQフィードバックを送信するステップと
をさらに含む、請求項35に記載の方法。
【請求項４３】
　ダウンリンク通信送信時間間隔(TTI)のために、前記第1のタイミング構成に基づいて、
アップリンク制御チャネルリソースインジケータを構成するステップと、
　第2のTTIが前記第2のタイミング構成を使用することになると決定するステップと、
　前記第2のTTIのために、前記第2のタイミング構成に基づいて、前記アップリンク制御
チャネルリソースインジケータを更新するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４４】
　第1の送信時間間隔(TTI)における送信が、前記第1のTTIに続く第2のTTIにおける情報に
依存すると決定するステップと、
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記第2の時間差を増すために、前記第2のタ
イミング構成を修正するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４５】
　前記ダウンリンク通信および前記応答アップリンク通信が、時分割複信(TDD)通信であ
り、前記方法が、
　第1のTDDダウンリンクサブフレームが前記第1のタイミング構成を有すると決定するス
テップと、
　第2のTDDダウンリンクサブフレームが前記第2のタイミング構成を有すると決定するス
テップと、
　ハイブリッド自動再送要求(HARQ)フィードバックの送信のための第3のTDDアップリンク
サブフレームを識別するステップと、
　前記第3のTDDアップリンクサブフレームにおいて送信されるべき、前記第1のTDDダウン
リンクサブフレームもしくは前記第2のTDDダウンリンクサブフレーム、または両方からの
、HARQフィードバックを構成するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４６】
　前記ダウンリンク通信または前記応答アップリンク通信のうちの1つまたは複数が、共
有無線周波数スペクトル帯域を使用して送信され、前記方法が、
　前記第1の時間差または前記第2の時間差内で前記応答アップリンク通信を送信するため
の、前記UEの前記能力に少なくとも部分的に基づいて、クロス送信機会スケジューリング
構成、またはハイブリッド自動再送要求(HARQ)フィードバックプロセスの数のうちの1つ
または複数を修正するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４７】
　前記ワイヤレスデバイスが前記基地局である場合、
　送信する前記ステップが、前記UEにアップリンク許可を、前記基地局によって送信する
ステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４８】
　前記ワイヤレスデバイスが前記UEである場合、
　送信する前記ステップが、基地局から受信されたアップリンク許可に応答して、アップ
リンクデータ送信を、前記UEによって送信するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４９】
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　ユーザ機器(UE)または基地局であるワイヤレス通信のための装置であって、
　送信のために第1のタイミング構成を使用するか、第2のタイミング構成を使用するかを
決定するための手段であって、前記第1のタイミング構成が、ダウンリンク通信と応答ア
ップリンク通信との間の第1の時間差を含み、前記第2のタイミング構成が、前記ダウンリ
ンク通信と前記応答アップリンク通信との間の第2の時間差を含み、前記第2の時間差が、
前記第1の時間差未満であり、前記第2のタイミング構成が、チャネル状態情報(CSI)を更
新するための周期性に関連付けられ、前記決定が、前記第1の時間差または前記第2の時間
差内で前記応答アップリンク通信を送信するための、前記UEの能力に少なくとも部分的に
基づく、手段と、
　前記決定に基づいて、前記第1のタイミング構成または前記第2のタイミング構成に従っ
て送信するための手段と
を備える装置。
【請求項５０】
　ユーザ機器(UE)または基地局であるワイヤレス通信のための装置であって、前記装置が
、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリ内に記憶された命令と
を備え、前記命令が、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　　送信のために第1のタイミング構成を使用するか、第2のタイミング構成を使用するか
を決定することであって、前記第1のタイミング構成が、ダウンリンク通信と応答アップ
リンク通信との間の第1の時間差を含み、前記第2のタイミング構成が、前記ダウンリンク
通信と前記応答アップリンク通信との間の第2の時間差を含み、前記第2の時間差が、前記
第1の時間差未満であり、前記第2のタイミング構成が、チャネル状態情報(CSI)を更新す
るための周期性に関連付けられ、前記決定が、前記第1の時間差または前記第2の時間差内
で前記応答アップリンク通信を送信するための、前記UEの能力に少なくとも部分的に基づ
く、決定すること、および
　　前記決定に基づいて、前記第1のタイミング構成または前記第2のタイミング構成に従
って送信すること
を行わせるように動作可能である、装置。
【請求項５１】
　前記装置が前記UEである場合、
　前記命令が、前記UEに、
　ダウンリンク制御チャネルの共通探索空間において、前記ダウンリンク通信のためのダ
ウンリンク制御情報(DCI)を受信すること、および
　前記共通探索空間における前記ダウンリンク通信のための前記DCIの受信に応答して、
前記第1のタイミング構成に従って送信すること
を行わせるように動作可能である、請求項50に記載の装置。
【請求項５２】
　前記装置が前記UEである場合、
　前記命令が、前記UEに、
　ダウンリンク制御チャネルのUE固有探索空間において、前記ダウンリンク通信のための
ダウンリンク制御情報(DCI)を受信すること、および
　前記UE固有探索空間における前記ダウンリンク通信のための前記DCIの受信に応答して
、前記第2のタイミング構成に従って送信すること
を行わせるように動作可能である、請求項50に記載の装置。
【請求項５３】
　前記装置が前記UEである場合、
　前記命令が、前記UEに、
　前記ダウンリンク通信のためのダウンリンク制御情報(DCI)を受信すること、および、
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　前記DCIのフォーマットに少なくとも部分的に基づいて、前記第1のタイミング構成また
は前記第2のタイミング構成に従って送信すること
を行わせるように動作可能である、請求項50に記載の装置。
【請求項５４】
　前記装置が前記UEである場合、
　前記命令が、前記UEに、
　サブフレーム全体に及ぶ制御チャネルにおいて、前記ダウンリンク通信に関連付けられ
た制御情報を受信すること、および
　前記制御情報の受信に少なくとも部分的に基づいて、前記応答アップリンク通信のため
に前記第1のタイミング構成を決定すること
を行わせるように動作可能である、請求項50に記載の装置。
【請求項５５】
　前記装置が前記UEである場合、
　前記命令が、前記UEに、
　サブフレームのシンボルのサブセットに及ぶ制御チャネルにおいて、前記ダウンリンク
通信に関連付けられた制御情報を受信すること、および
　前記制御情報の受信に少なくとも部分的に基づいて、前記応答アップリンク通信のため
に前記第2のタイミング構成を決定すること
を行わせるように動作可能である、請求項50に記載の装置。
【請求項５６】
　前記装置が前記UEである場合、
　前記命令が、前記UEに、
　前記第1の時間差または前記第2の時間差内で前記応答アップリンク通信を送信するため
の、前記UEの前記能力の指示を送信すること
を行わせるように動作可能である、請求項50に記載の装置。
【請求項５７】
　前記装置が前記基地局である場合、
　前記命令が、前記基地局に、
　前記第1の時間差または前記第2の時間差内で前記応答アップリンク通信を送信するため
の、前記UEの前記能力の指示を受信すること
を行わせるように動作可能である、請求項50に記載の装置。
【請求項５８】
　前記命令が、前記装置に、
　アップリンク通信と応答ダウンリンク通信との間の第3の時間差を含む、第3のタイミン
グ構成を決定することであって、前記第3の時間差が、前記第1の時間差未満である、決定
すること
を行わせるように動作可能である、請求項50に記載の装置。
【請求項５９】
　前記命令が、前記装置に、
　前記ダウンリンク通信と前記応答アップリンク通信との間の第3の時間差を含む、第3の
タイミング構成を決定することであって、前記第3の時間差が、前記第1の時間差未満であ
る、決定すること
を行わせるように動作可能である、請求項50に記載の装置。
【請求項６０】
　前記命令が、前記装置に、
　前記第1のタイミング構成または前記第2のタイミング構成を示す、無線リソース制御(R
RC)シグナリングを受信すること、および
　前記RRCシグナリングに少なくとも部分的に基づいて、複数の送信時間間隔(TTI)のうち
の各TTIのために、前記第1のタイミング構成または前記第2のタイミング構成を決定する
こと
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を行わせるように動作可能である、請求項50に記載の装置。
【請求項６１】
　前記命令が、前記装置に、
　送信のために前記第1のタイミング構成を使用するか、前記第2のタイミング構成を使用
するかの決定に少なくとも部分的に基づいて、前記第1のタイミング構成が非同期アップ
リンクハイブリッド自動再送要求(HARQ)フィードバックに適用されるか、前記第2のタイ
ミング構成が非同期アップリンクHARQフィードバックに適用されるかを決定すること
を行わせるように動作可能である、請求項50に記載の装置。
【請求項６２】
　前記命令が、前記装置に、
　前記ダウンリンク通信が、共通探索空間においてダウンリンク許可を備えるか、UE固有
探索空間においてダウンリンク許可を備えるかに少なくとも部分的に基づいて、同期アッ
プリンクハイブリッド自動再送要求(HARQ)フィードバック方式を使用するか、非同期アッ
プリンクHARQフィードバック方式を使用するかを決定すること
を行わせるように動作可能である、請求項50に記載の装置。
【請求項６３】
　前記命令が、前記装置に、
　前記第2のタイミング構成に少なくとも部分的に基づいて、ダウンリンク制御チャネル
送信における前記応答アップリンク通信のための制御チャネルリソースのロケーションを
識別することであって、第1のUE固有オフセットが、前記第1のタイミング構成に関連付け
られ、第2のUE固有オフセットが、前記第2のタイミング構成に関連付けられる、識別する
こと
を行わせるように動作可能である、請求項50に記載の装置。
【請求項６４】
　前記ダウンリンク通信が、コンポーネントキャリアのセットを使用して送信され、前記
命令が、前記装置に、
　前記コンポーネントキャリアのセットの第1のサブセットのために、前記第1のタイミン
グ構成を決定すること、および
　前記コンポーネントキャリアのセットの第2のサブセットのために、前記第2のタイミン
グ構成を決定すること
を行わせるように動作可能である、請求項50に記載の装置。
【請求項６５】
　前記命令が、前記装置に、
　前記コンポーネントキャリアの第1のサブセットおよび前記コンポーネントキャリアの
第2のサブセットの各々が、前記第2のタイミング構成をサポートするか否かを決定するこ
と、
　前記コンポーネントキャリアの第1のサブセットおよび前記コンポーネントキャリアの
第2のサブセットの各々が、前記第2のタイミング構成をサポートするとき、前記コンポー
ネントキャリアの第1のサブセットまたは前記コンポーネントキャリアの第2のサブセット
のうちの1つまたは複数のために、前記第2のタイミング構成を使用して送信すること、な
らびに
　前記コンポーネントキャリアの第1のサブセットまたは前記コンポーネントキャリアの
第2のサブセットのうちの1つまたは複数が、前記第1のタイミング構成のみをサポートす
るとき、各コンポーネントキャリアのために、前記第1のタイミング構成を使用して送信
すること
を行わせるように動作可能である、請求項64に記載の装置。
【請求項６６】
　前記命令が、前記装置に、
　前記第1のタイミング構成に少なくとも部分的に基づいて、前記コンポーネントキャリ
アのセットの前記第1のサブセットのための、CSI報告またはハイブリッド自動再送要求(H
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ARQ)フィードバックのうちの1つまたは複数を構成すること、および
　前記第2のタイミング構成に少なくとも部分的に基づいて、前記コンポーネントキャリ
アのセットの前記第2のサブセットのための、CSI報告またはHARQフィードバックのうちの
1つまたは複数を構成すること
を行わせるように動作可能である、請求項64に記載の装置。
【請求項６７】
　前記命令が、前記装置に、
　複数のハイブリッド自動再送要求(HARQ)プロセスを構成することであって、
　前記コンポーネントキャリアのセットの前記第1のサブセットのためのHARQフィードバ
ックが、前記コンポーネントキャリアのセットの前記第2のサブセットのためのHARQフィ
ードバックとともに多重化され、
　前記コンポーネントキャリアのセットの前記第1のサブセットのためのHARQフィードバ
ックが、第1の物理アップリンク制御チャネル(PUCCH)リソースを使用して送信され、前記
コンポーネントキャリアのセットの前記第2のサブセットのためのHARQフィードバックが
、第2のPUCCHリソースを使用して送信される、構成すること、および
　前記コンポーネントキャリアのセットの前記第1のサブセット、もしくは前記コンポー
ネントキャリアのセットの前記第2のサブセット、または両方のためのHARQフィードバッ
クを送信することであって、前記第1のサブセットと前記第2のサブセットの両方のための
HARQフィードバックを送信することが、誤りのケースを示す、送信すること
を行わせるように動作可能である、請求項64に記載の装置。
【請求項６８】
　前記命令が、前記装置に、
　ダウンリンク通信送信時間間隔(TTI)のために、前記第1のタイミング構成に基づいて、
アップリンク制御チャネルリソースインジケータを構成すること、
　第2のTTIが前記第2のタイミング構成を使用することになると決定すること、および
　前記第2のTTIのために、前記第2のタイミング構成に基づいて、前記アップリンク制御
チャネルリソースインジケータを更新すること
を行わせるように動作可能である、請求項50に記載の装置。
【請求項６９】
　前記命令が、前記装置に、
　第1の送信時間間隔(TTI)における送信が、前記第1のTTIに続く第2のTTIにおける情報に
依存すると決定すること、および
　前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記第2の時間差を増すために、前記第2のタ
イミング構成を修正すること
を行わせるように動作可能である、請求項50に記載の装置。
【請求項７０】
　ユーザ機器(UE)または基地局であるワイヤレスデバイスによって実施されるワイヤレス
通信のためのコードを記憶した非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、前記コード
が、
　送信のために第1のタイミング構成を使用するか、第2のタイミング構成を使用するかを
決定することであって、前記第1のタイミング構成が、ダウンリンク通信と応答アップリ
ンク通信との間の第1の時間差を含み、前記第2のタイミング構成が、前記ダウンリンク通
信と前記応答アップリンク通信との間の第2の時間差を含み、前記第2の時間差が、前記第
1の時間差未満であり、前記第2のタイミング構成が、チャネル状態情報(CSI)を更新する
ための周期性に関連付けられ、前記決定が、前記第1の時間差または前記第2の時間差内で
前記応答アップリンク通信を送信するための、前記UEの能力に少なくとも部分的に基づく
、決定すること、および
　前記決定に基づいて、前記第1のタイミング構成または前記第2のタイミング構成に従っ
て送信すること
を行うように、前記ワイヤレスデバイスに含まれたプロセッサによって実行可能な命令を
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備える、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、2017年7月5日に出願した、「Late
ncy Reduction Techniques In Wireless Communications」と題する、Chenらによる米国
特許出願第15/642,104号、ならびに2016年7月8日に出願した、「Latency Reduction Tech
niques In Wireless Communications」と題する米国仮特許出願第62/360,194号、および2
016年7月29日に出願した、「Latency Reduction Techniques In Wireless Communication
s」と題する、米国仮特許出願第62/368,716号の優先権を主張する。
【０００２】
　以下は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、ワイヤレス通信におけるレイ
テンシ低減技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、放送な
どの、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されている。これらのシ
ステムは、利用可能なシステムリソース(たとえば、時間、周波数、および電力)を共有す
ることによって、複数のユーザとの通信をサポートすることが可能であり得る。そのよう
な多元接続システムの例は、符号分割多元接続(CDMA)システム、時分割多元接続(TDMA)シ
ステム、周波数分割多元接続(FDMA)システム、および直交周波数分割多元接続(OFDMA)シ
ステム(たとえば、ロングタームエボリューション(LTE)システム)を含む。ワイヤレス多
元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器(UE)として知られていることがある、
複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、いくつかの基地局を含み
得る。
【０００４】
　いくつかの事例では、モバイルデバイスと基地局との間の送信誤りが、自動再送要求(A
RQ)方式を利用することによって回避および/または訂正される。ARQ方式は、受信された
パケットが誤っているか否かを検出するために採用され得る。たとえば、ARQ方式では、
受信機は、パケットが誤りなしで受信されるとき、送信機に肯定応答(ACK)を通知し得、
受信機は、誤りが検出される場合、送信機に否定応答(NACK)を通知し得る。ハイブリッド
ARQ(HARQ)方式は、いくつかの誤りを訂正し、いくつかの訂正不可能なパケットを検出お
よび廃棄するために使用され得る。しかしながら、いくつかのシナリオでは、全体的なHA
RQ遅延が、ワイヤレス通信におけるいくつかの非効率性を引き起こし得る。
【０００５】
　さらに、場合によっては、アップリンクリソースは、基地局からUEへのダウンリンク送
信において送信されるダウンリンク制御情報において、UEに割り振られ得る。UEは、ダウ
ンリンク制御情報を受信し、割り振られたアップリンクリソースを復号し、ダウンリンク
制御情報を含む送信からのある時間期間に続いて、関連付けられたアップリンク送信を送
信することを開始し得る。ダウンリンク割振りの受信からアップリンク送信の開始までの
遅延もまた、ワイヤレス通信におけるいくつかの非効率性を引き起こし得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　説明する技法は、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサポートする、改善さ
れた方法、システム、デバイス、または装置に関する。概して、説明する技法は、いくつ
かのレガシーシステム(たとえば、レガシーLTEシステム)と比較して、いくつかのダウン
リンク通信と応答アップリンク通信との間で低減されたタイミングを提供する。いくつか
の例では、ユーザ機器(UE)または基地局は、ダウンリンク通信(たとえば、アップリンク
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リソースの許可、または共有チャネルデータ)の受信と、応答アップリンク通信(たとえば
、許可されたアップリンクリソースを使用するアップリンク送信、または共有チャネルデ
ータの受信の成功のフィードバック)との間で、関連付けられた時間期間を各々含む、2つ
以上のタイミング構成を使用して動作することが可能であり得る。UEまたは基地局が、2
つ以上のタイミング構成が可能である場合、送信のためのタイミング構成が決定され得、
応答アップリンク通信が、決定されたタイミング構成に従って送信され得る。低減された
時間期間が送信のために使用される場合、システムのレイテンシが低減され得、システム
の効率が向上され得る。
【０００７】
　ワイヤレス通信の方法について説明する。方法は、送信のために第1のタイミング構成
を使用するか、第2のタイミング構成を使用するかを決定するステップであって、第1のタ
イミング構成が、ダウンリンク通信と応答アップリンク通信との間の第1の時間差を含み
、第2のタイミング構成が、ダウンリンク通信と応答アップリンク通信との間の第2の時間
差を含み、第2の時間差が、第1の時間差未満であり、決定が、第1の時間差または第2の時
間差内で応答アップリンク通信を送信するための、ユーザ機器(UE)の能力に基づき得る、
ステップと、決定に基づいて、第1のタイミング構成または第2のタイミング構成に従って
送信するステップとを含み得る。
【０００８】
　ワイヤレス通信のための装置について説明する。装置は、送信のために第1のタイミン
グ構成を使用するか、第2のタイミング構成を使用するかを決定するための手段であって
、第1のタイミング構成が、ダウンリンク通信と応答アップリンク通信との間の第1の時間
差を含み、第2のタイミング構成が、ダウンリンク通信と応答アップリンク通信との間の
第2の時間差を含み、第2の時間差が、第1の時間差未満であり、決定が、第1の時間差また
は第2の時間差内で応答アップリンク通信を送信するための、UEの能力に基づき得る、手
段と、決定に基づいて、第1のタイミング構成または第2のタイミング構成に従って送信す
るための手段とを含み得る。
【０００９】
　ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。装置は、プロセッサと、プロセッ
サと電子通信しているメモリと、メモリ内に記憶された命令とを含み得る。命令は、プロ
セッサによって実行されると、装置に、送信のために第1のタイミング構成を使用するか
、第2のタイミング構成を使用するかを決定することであって、第1のタイミング構成が、
ダウンリンク通信と応答アップリンク通信との間の第1の時間差を含み、第2のタイミング
構成が、ダウンリンク通信と応答アップリンク通信との間の第2の時間差を含み、第2の時
間差が、第1の時間差未満であり、決定が、第1の時間差または第2の時間差内で応答アッ
プリンク通信を送信するための、UEの能力に基づき得る、こと、および、決定に基づいて
、第1のタイミング構成または第2のタイミング構成に従って送信することを行わせるよう
に動作可能であり得る。
【００１０】
　ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。非一時的コ
ンピュータ可読媒体は、送信のために第1のタイミング構成を使用するか、第2のタイミン
グ構成を使用するかを決定することであって、第1のタイミング構成が、ダウンリンク通
信と応答アップリンク通信との間の第1の時間差を含み、第2のタイミング構成が、ダウン
リンク通信と応答アップリンク通信との間の第2の時間差を含み、第2の時間差が、第1の
時間差未満であり、決定が、第1の時間差または第2の時間差内で応答アップリンク通信を
送信するための、UEの能力に基づき得る、こと、および、決定に基づいて、第1のタイミ
ング構成または第2のタイミング構成に従って送信することを、プロセッサに行わせるよ
うに動作可能な命令を含み得る。
【００１１】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、ダウンリンク通信がアップリンク許可を含み、応答アップリンク通信が、アップリンク
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許可において識別されたリソースを使用する。上記で説明した方法、装置、および非一時
的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、ダウンリンク通信がダウンリンクデータを
含み、応答アップリンク通信が、ダウンリンクデータの受信の成功の肯定応答フィードバ
ックを提供する。上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のい
くつかの例では、決定が、第1の時間差または第2の時間差に従って動作するための、基地
局の能力にさらに基づき得る。
【００１２】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
ダウンリンク制御チャネルの共通探索空間において、ダウンリンク通信のためのダウンリ
ンク制御情報(DCI)を受信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得
、第1のタイミング構成または第2のタイミング構成に従って送信することが、共通探索空
間におけるダウンリンク通信のためのDCIの受信に応答して、第1のタイミング構成に従っ
て送信することを含み得る。
【００１３】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
ダウンリンク制御チャネルのUE固有探索空間において、ダウンリンク通信のためのDCIを
受信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得、第1のタイミング構
成または第2のタイミング構成に従って送信することが、UE固有探索空間におけるダウン
リンク通信のためのDCIの受信に応答して、第2のタイミング構成に従って送信することを
含む。
【００１４】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
ダウンリンク通信のためのDCIを受信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさ
らに含み得、第1のタイミング構成または第2のタイミング構成に従って送信することが、
DCIのフォーマットにさらに基づき得る。上記で説明した方法、装置、および非一時的コ
ンピュータ可読媒体のいくつかの例では、送信することが、利用可能なDCIフォーマット
のセットの第1のサブセットのために、第1のタイミング構成に従って送信すること、およ
び、利用可能なDCIフォーマットのセットの第2のサブセットのために、第2のタイミング
構成に従って送信することを含む。
【００１５】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、送信することが、ダウンリンク通信が、システム情報ブロック(SIB)送信、ランダムア
クセス送信、または複数の受信機に送信されたブロードキャスト送信のうちの1つまたは
複数を含むと決定すること、および、決定に応答して、第1のタイミング構成に従って送
信することを含む。上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例では、第2のタイミング構成を決定することが、応答アップリンク通信のた
めに利用可能な最大タイミングアドバンス(TA)を識別すること、および、最大TAに基づい
て、第2のタイミング構成を決定することを含む。
【００１６】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、第2のタイミング構成を決定することが、応答アップリンク通信のために利用可能な最
大トランスポートブロックサイズ(TBS)を識別すること、および、最大TAと最大TBSとに基
づいて、第2のタイミング構成を決定することを行うためのプロセス、特徴、手段、また
は命令をさらに含み得る。
【００１７】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
サブフレーム全体に及ぶ制御チャネルにおいて、ダウンリンク通信に関連付けられた制御
情報を受信すること、および、受信に基づいて、応答アップリンク通信のために第1のタ
イミング構成を決定することを行うためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含
み得る。上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
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例は、サブフレームのシンボルのサブセットに及ぶ制御チャネルにおいて、ダウンリンク
通信に関連付けられた制御情報を受信すること、および、受信に基づいて、応答アップリ
ンク通信のために第2のタイミング構成を決定することを行うためのプロセス、特徴、手
段、または命令をさらに含み得る。
【００１８】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
第1の時間差または第2の時間差内で応答アップリンク通信を送信するための、UEの能力の
指示を、UEによって送信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る
。上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
第1の時間差または第2の時間差内で応答アップリンク通信を送信するための、UEの能力の
指示を、UEから受信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００１９】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、第2のタイミング構成のために利用可能な最大TBSが、第1の時間差または第2の時間差内
で応答アップリンク通信を送信するための、UEの能力の指示に基づいて決定される。上記
で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第2
のタイミング構成のために利用可能な最大TBSが、UEによって受信され得る同時送信の数
に基づいて決定され得る。
【００２０】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
アップリンク通信と応答ダウンリンク通信との間の第3の時間差を含む、第3のタイミング
構成を決定することであって、第3の時間差が、第1の時間差未満であり得る、ことを行う
ためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説明した方法、装置
、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、ダウンリンク通信と応答アッ
プリンク通信との間の第3の時間差を含む、第3のタイミング構成を決定することであって
、第3の時間差が、第1の時間差未満であり得る、ことを行うためのプロセス、特徴、手段
、または命令をさらに含み得る。上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュー
タ可読媒体のいくつかの例では、第3の時間差が、第2の時間差以下であり得る。
【００２１】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、ダウンリンク通信が、アップリンク許可において識別されたワイヤレスリソースを使用
して送信されるべき肯定応答受信フィードバックに関連付けられた最新のサブフレーム以
降に提供され得る、アップリンク許可を含む。上記で説明した方法、装置、および非一時
的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、ダウンリンク通信がアップリンク許可を含
み、応答アップリンク通信がアップリンクデータメッセージを含み、方法、装置、および
非一時的コンピュータ可読媒体が、第1のタイミング構成を使用するか、第2のタイミング
構成を使用するかの決定に基づいて、第1の時間差または第2の時間差が、別のダウンリン
ク通信および別の応答アップリンク通信に一緒に適用されると決定することであって、別
のダウンリンク通信が、ダウンリンク許可を含み、別の応答アップリンク通信が、ダウン
リンク許可に応答するフィードバックを含む、ことを行うためのプロセス、特徴、手段、
または命令をさらに含み得る。
【００２２】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
第1のタイミング構成または第2のタイミング構成を示す、無線リソース制御(RRC)シグナ
リングを受信すること、および、RRCシグナリングに基づいて、複数の送信時間間隔(TTI)
の各々のために、第1のタイミング構成または第2のタイミング構成を決定することを行う
ためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説明した方法、装置
、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、複数の送信時間間隔(TTI)の
各々のために、第1のタイミング構成または第2のタイミング構成を動的に決定するための
プロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説明した方法、装置、およ
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び非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、動的に決定することが、ダウンリ
ンク通信に関連付けられた1つまたは複数のスケジューリングパラメータに基づく。
【００２３】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、ダウンリンク通信が、物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH)送信であり得、応答アッ
プリンク通信が、PDSCH送信に関連付けられた非同期ハイブリッド自動再送要求(HARQ)フ
ィードバックの送信であり得る。上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュー
タ可読媒体のいくつかの例では、第1のタイミング構成に関連付けられたHARQプロセスの
第1の数が、第2のタイミング構成に関連付けられたHARQプロセスの第2の数よりも大きく
なり得る。
【００２４】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
送信のために第1のタイミング構成を使用するか、第2のタイミング構成を使用するかの決
定に基づいて、第1のタイミング構成が非同期アップリンクHARQフィードバックに適用さ
れるか、第2のタイミング構成が非同期アップリンクHARQフィードバックに適用されるか
を決定するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説明した
方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、非同期HARQフィ
ードバックのためのHARQプロセスの数が8であり得る。上記で説明した方法、装置、およ
び非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、ダウンリンク通信が、共通探索空間
においてダウンリンク許可を含むか、UE固有探索空間においてダウンリンク許可を含むか
に基づいて、同期アップリンクHARQフィードバック方式を使用するか、非同期アップリン
クHARQフィードバック方式を使用するかを決定するためのプロセス、特徴、手段、または
命令をさらに含み得る。
【００２５】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
第2のタイミング構成に基づいて、ダウンリンク制御チャネル送信における応答アップリ
ンク通信のための制御チャネルリソースのロケーションを識別することであって、第1のU
E固有オフセットが、第1のタイミング構成に関連付けられ得、第2のUE固有オフセットが
、第2のタイミング構成に関連付けられ得る、ことを行うためのプロセス、特徴、手段、
または命令をさらに含み得る。上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ
可読媒体のいくつかの例では、第2のタイミング構成を決定することが、第2のタイミング
構成に基づいて、チャネル状態情報(CSI)を更新するための周期性を識別するためのプロ
セス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００２６】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、CSIを更新するための周期性を識別することが、CSIプロセスの数、CSI報告タイプ、ま
たは基準測定サブフレームのうちの1つまたは複数を識別することを含む。上記で説明し
た方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第2のタイミ
ング構成を決定することが、第2のタイミング構成のためにサポートされたCSIプロセスの
数に基づいて、非周期CSI構成を決定するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさ
らに含み得る。上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、第2のタイミング構成を決定することが、第2のタイミング構成に基づいて
、サウンディング基準信号(SRS)パラメータを識別するためのプロセス、特徴、手段、ま
たは命令をさらに含み得る。上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可
読媒体のいくつかの例では、SRSパラメータが、第2のタイミング構成に基づいて、非周期
SRS送信を構成する。上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体
のいくつかの例は、ダウンリンク通信のためのダウンリンク制御情報(DCI)を受信するこ
と、ならびに、DCIの下で、SRS送信および物理アップリンク共有チャネル(PUSCH)送信の
ために、異なるタイミングを構成することを行うためのプロセス、特徴、手段、または命
令をさらに含み得る。



(17) JP 6665323 B2 2020.3.13

10

20

30

40

50

【００２７】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、ダウンリンク通信が、コンポーネントキャリアのセットを使用して送信され得、第1の
タイミング構成を決定することが、コンポーネントキャリアのセットの第1のサブセット
のために、第1のタイミング構成を決定することを含み、第2のタイミング構成を決定する
ことが、コンポーネントキャリアのセットの第2のサブセットのために、第2のタイミング
構成を決定することを含む。
【００２８】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
コンポーネントキャリアの第1のサブセットおよびコンポーネントキャリアの第2のサブセ
ットの各々が、第2のタイミング構成をサポートするか否かを決定すること、コンポーネ
ントキャリアの第1のサブセットおよびコンポーネントキャリアの第2のサブセットの各々
が、第2のタイミング構成をサポートするとき、コンポーネントキャリアの第1のサブセッ
トまたはコンポーネントキャリアの第2のサブセットのうちの1つまたは複数のために、第
2のタイミング構成を使用して送信すること、ならびに、コンポーネントキャリアの第1の
サブセットまたはコンポーネントキャリアの第2のサブセットのうちの1つまたは複数が、
第1のタイミング構成のみをサポートするとき、各コンポーネントキャリアのために、第1
のタイミング構成を使用して送信することを行うためのプロセス、特徴、手段、または命
令をさらに含み得る。
【００２９】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、第2のタイミング構成のためのダウンリンクスケジューリング情報が、物理ダウンリン
ク制御チャネル(PDCCH)送信においてサポートされ得、拡張物理ダウンリンク制御チャネ
ル(ePDCCH)送信においてサポートされ得ない。上記で説明した方法、装置、および非一時
的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第2のタイミング構成のためのダウンリン
クスケジューリング情報が、PDCCH送信とePDCCH送信の両方においてサポートされ得、ePD
CCH送信におけるダウンリンクスケジューリング情報の利用可能なトランスポートブロッ
クサイズ(TBS)が、PDCCH送信における利用可能なTBSとは異なり得る。
【００３０】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、第2のタイミング構成を使用して送信することが、コンポーネントキャリアの第2のサブ
セットのために、第2のタイミング構成を使用して送信すること、および、コンポーネン
トキャリアの第1のサブセットのために、第1のタイミング構成を使用して送信することを
含み、方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体が、コンポーネントキャリアの
第1のサブセットおよびコンポーネントキャリアの第2のサブセットに関連付けられたアッ
プリンク制御情報が、同じアップリンクサブフレームを使用して送信されるべきであると
決定すること、ならびに、並列アップリンク制御チャネル送信において、アップリンク制
御情報を送信し、同じアップリンク制御チャネルリソース上で、アップリンク制御情報を
多重化するか、あるいはコンポーネントキャリアの第1のサブセットまたはコンポーネン
トキャリアの第2のサブセットのうちの1つのためのアップリンク制御情報をドロップする
ことを行うためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００３１】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
第1のタイミング構成に基づいて、コンポーネントキャリアのセットの第1のサブセットの
ための、CSI報告またはHARQフィードバックのうちの1つまたは複数を構成すること、およ
び、第2のタイミング構成に基づいて、コンポーネントキャリアのセットの第2のサブセッ
トのための、CSI報告またはHARQフィードバックのうちの1つまたは複数を構成することを
行うためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００３２】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
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複数のHARQプロセスを構成することであって、コンポーネントキャリアのセットの第1の
サブセットのためのHARQフィードバックが、コンポーネントキャリアのセットの第2のサ
ブセットのためのHARQフィードバックとともに多重化され得、コンポーネントキャリアの
セットの第1のサブセットのためのHARQフィードバックが、第1の物理アップリンク制御チ
ャネル(PUCCH)リソースを使用して送信され得、コンポーネントキャリアのセットの第2の
サブセットのためのHARQフィードバックが、第2のPUCCHリソースを使用して送信され得る
、こと、ならびに、コンポーネントキャリアのセットの第1のサブセット、もしくはコン
ポーネントキャリアのセットの第2のサブセット、または両方のためのHARQフィードバッ
クを送信することであって、第1のサブセットと第2のサブセットの両方のためのHARQフィ
ードバックを送信することが、誤りのケースを示し得る、ことを行うためのプロセス、特
徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００３３】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、ダウンリンク通信および応答アップリンク通信が、時分割複信(TDD)フレーム構造を使
用して送信され得、方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体が、コンポーネン
トキャリアのセットの第1のサブセットまたは第2のサブセットのためのHARQフィードバッ
クのためのアップリンクサブフレームを識別すること、セットのうちの少なくとも1つの
コンポーネントキャリアのためのダウンリンクサブフレームが、HARQフィードバックのた
めに識別されたアップリンクサブフレームと一致すると決定すること、および、ダウンリ
ンクサブフレームの間に、少なくとも1つのコンポーネントキャリアのためのダウンリン
ク制御メッセージを監視することなしに、アップリンクサブフレームの間に、HARQフィー
ドバックを送信することを行うためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得
る。
【００３４】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
ダウンリンク通信TTIのために、第1のタイミング構成に基づいて、アップリンク制御チャ
ネルリソースインジケータを構成すること、第2のTTIが第2のタイミング構成を使用し得
ると決定すること、および、第2のTTIのために、第2のタイミング構成に基づいて、アッ
プリンク制御チャネルリソースインジケータを更新することを行うためのプロセス、特徴
、手段、または命令をさらに含み得る。
【００３５】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
第1のTTIにおける送信が、第1のTTIに続く第2のTTIにおける情報に依存し得ると決定する
こと、および、決定に基づいて、第2の時間差を増すために、第2のタイミング構成を修正
することを行うためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００３６】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、ダウンリンク通信および応答アップリンク通信が、時分割複信(TDD)通信であり得、方
法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体が、第1のTDDダウンリンクサブフレーム
が第1のタイミング構成を有すると決定すること、第2のTDDダウンリンクサブフレームが
第2のタイミング構成を有すると決定すること、HARQフィードバックの送信のための第3の
TDDアップリンクサブフレームを識別すること、および、第3のTDDアップリンクサブフレ
ームにおいて送信されるべき、第1のTDDダウンリンクサブフレームもしくは第2のTDDダウ
ンリンクサブフレーム、または両方からの、HARQフィードバックを構成することを行うた
めのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００３７】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、ダウンリンク通信または応答アップリンク通信のうちの1つまたは複数が、共有無線周
波数スペクトル帯域を使用して送信され得、方法、装置、および非一時的コンピュータ可
読媒体が、第1の時間差または第2の時間差内で応答アップリンク通信を送信するための、
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UEの能力に基づいて、クロス送信機会スケジューリング構成、またはHARQフィードバック
プロセスの数のうちの1つまたは複数を修正するためのプロセス、特徴、手段、または命
令をさらに含み得る。
【００３８】
　上記で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、送信することが、UEにアップリンク許可を送信することを含む。上記で説明した方法、
装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、送信することが、基地
局から受信されたアップリンク許可に応答して、アップリンクデータ送信を送信すること
を含む。
【００３９】
　説明する方法および装置の適用性のさらなる範囲は、以下の発明を実施するための形態
、特許請求の範囲、および図面から明らかとなろう。説明の趣旨および範囲内の様々な変
更および修正が当業者に明らかとなるので、発明を実施するための形態および具体的な例
は、例示として与えられるものにすぎない。
【００４０】
　本発明の本質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによって実現さ
れ得る。添付の図において、同様の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有する場合
がある。さらに、同じタイプの様々な構成要素は、同様の構成要素を区別するダッシュお
よび第2のラベルを参照ラベルに続けることによって区別される場合がある。第1の参照ラ
ベルのみが本明細書において使用される場合、説明は、第2の参照ラベルにかかわらず、
同じ第1の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれか1つに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本開示の態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサポートす
るワイヤレス通信のためのシステムの一例を示す図である。
【図２】本開示の態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減をサポートするワ
イヤレスシステムの一例を示す図である。
【図３】本開示の態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減をサポートするフ
レーム構造の一例を示す図である。
【図４Ａ】本開示の態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサポート
するフレーム構造の一例を示す図である。
【図４Ｂ】本開示の態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサポート
する、異なるコンポーネントキャリアタイミング構成のためのアップリンク制御チャネル
タイミングの一例を示す図である。
【図５】本開示の態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサポートす
るプロセスフローの一例を示す図である。
【図６】本開示の態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサポートす
るデバイスのブロック図である。
【図７】本開示の態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサポートす
るデバイスのブロック図である。
【図８】本開示の態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサポートす
るデバイスのブロック図である。
【図９】本開示の態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサポートす
るUEを含むシステムのブロック図である。
【図１０】本開示の態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサポート
する基地局を含むシステムのブロック図である。
【図１１】本開示の態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法のための方
法を示す図である。
【図１２】本開示の態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法のための方
法を示す図である。
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【図１３】本開示の態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法のための方
法を示す図である。
【図１４】本開示の態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法のための方
法を示す図である。
【図１５】本開示の態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法のための方
法を示す図である。
【図１６】本開示の態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法のための方
法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
　ワイヤレス通信システムにおいて動作するユーザ機器(UE)または基地局は、ダウンリン
ク(DL)通信と応答アップリンク(UL)通信との間で低減されたタイミングを提供するために
、通信をスケジュールし、送信するときのUEの能力を考慮し得る。たとえば、UEは、2つ
以上のタイミング構成に従って動作する能力を有し得、リソースは、第1の時間差(たとえ
ば、レガシーLTE時間差)、または第2の時間差(たとえば、レガシーLTE時間差と比較して
低減された時間差)内で、応答アップリンク通信を送信するためのUEの能力に基づいて、
送信のために割り振られ得る。
【００４３】
　例として、いくつかのレガシーUEは、アップリンクリソースの許可を含むダウンリンク
送信がサブフレームnにおいて送信され得るタイミング構成とともに動作し得、応答アッ
プリンク通信は、サブフレームn+4またはそれ以降において発生し得る。本明細書で使用
するとき、レガシーは、ワイヤレス通信規格の以前のリリースに従って動作しているUE、
基地局、または他のデバイスもしくは構成要素を指すことがある。そのようなレガシーUE
は、データを含むダウンリンク送信がサブフレームnにおいて送信され得るタイミング構
成とともに動作し得る。UEは、データ送信を受信し、受信された送信を処理し、サブフレ
ームn+4において送信されるべきハイブリッド自動再送要求(HARQ)肯定応答/否定応答(ACK
/NACK)フィードバックを生成し得る。本開示の様々な態様は、そのようなダウンリンク通
信と応答アップリンク通信との間で低減されたタイミングを提供し、それによって、通信
におけるレイテンシを低減し、ワイヤレス通信システムの総合効率を向上させ得る。たと
えば、サブフレームnにおいて送信されたダウンリンク通信では、応答アップリンク通信
は、サブフレームn+3またはn+2において送信され得る。
【００４４】
　いくつかの例では、UEまたは基地局は、ダウンリンク通信の受信と応答アップリンク通
信との間で、関連付けられた時間期間を各々含む、2つ以上のタイミング構成を使用して
動作することが可能であり得る。UEまたは基地局が、2つ以上のタイミング構成が可能で
ある場合、送信のためのタイミング構成が決定され得、応答アップリンク通信が、決定さ
れたタイミング構成に従って送信され得る。低減された時間期間が送信のために使用され
る場合、システムのレイテンシが低減され得、システムの効率が向上され得る。
【００４５】
　場合によっては、低減された時間期間(たとえば、n+k、ただし、k<4)と、レガシー時間
期間(たとえば、n+4)の両方が、UEによってサポートされ得、UEは、低減されたタイミン
グが実現可能または実際的ではない、いくつかの場合には、レガシー動作にフォールバッ
クし得る。低減時間期間タイミング構成またはレガシータイミング構成のうちのどちらが
送信のために使用されるべきであるかを決定するために、UEは、シグナリングを受信する
か、あるいは送信に関連付けられた1つまたは複数のパラメータを評価し得る。たとえば
、送信に関連付けられたダウンリンク制御情報(DCI)が、物理ダウンリンク制御チャネル(
PDCCH)送信における共通探索空間(CSS)に位置する場合、UEは、レガシータイミング構成
が使用されるべきであると決定し得る。送信に関連付けられたDCIが、PDCCH送信における
UE固有探索空間(UESS)に位置する場合、UEは、低減時間期間タイミング構成が使用される
べきであると決定し得る。他の例では、DCIフォーマットが、使用するべきタイミング構
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成を決定するために使用され得る(たとえば、DCIフォーマット1Aは、レガシータイミング
構成を示し得、モード依存DCIは、低減時間期間タイミング構成を示し得る)。
【００４６】
　キャリアアグリゲーション(CA)またはデュアル接続性(DC)が、複数の同時送信を提供す
る、いくつかの場合には、レガシータイミング構成へのフォールバック能力が、1次キャ
リアまたはセルのために提供され得るが、1つまたは複数の2次キャリアまたはセルのため
には提供されないことがある。他の場合には、レガシータイミング構成へのフォールバッ
ク能力は、1次コンポーネントキャリア(CC)またはセルと、2次CCまたはセルの両方のため
に提供され得る。場合によっては、各CCが、低減された時間期間をサポートすることが可
能である場合のみ、低減時間期間タイミング構成が提供される。いくつかの例では、低減
時間期間タイミング構成がCCのいずれかにおいてサポートされる場合、ePDCCHベースのス
ケジューリングは、CCのいずれかにおいてサポートされないことがあるか、または、PDCC
Hベースのスケジューリング許可とは異なるトランスポートブロックサイズ(TBS)限定とと
もに可能にされ得る。異なるCCが異なるタイミング構成を有し得る例では、同じアップリ
ンクサブフレームが、いくつかの事例では、異なるダウンリンクサブフレームのためのア
ップリンク制御情報(たとえば、HARQ ACK/NACKフィードバック)を送信するために識別さ
れ得る。そのような事例では、並列アップリンク制御チャネル送信が送信され得、制御情
報が、同じアップリンク制御チャネルリソース上で多重化され得るか、またはCCのうちの
1つのためのアップリンク制御チャネルがドロップされ得る。
【００４７】
　場合によっては、低減時間期間タイミング構成は、ブロードキャスト送信、シングルキ
ャリアポイントツーマルチポイント(SC-PTM)送信、または関連付けられた応答アップリン
ク送信を有していない送信(たとえば、システム情報ブロック(SIB)関連送信、ランダムア
クセス関連送信、またはHARQフィードバックを有していない他の送信)に影響を与えない
ことがある。
【００４８】
　低減時間期間タイミング構成を提供するために、いくつかの送信パラメータが修正され
得るか、または最大値制限を有し得る。たとえば、タイミングアドバンス(TA)値は、低減
時間期間タイミング構成を有する送信のために、低減された伝搬遅延を提供するために制
限され得る。場合によっては、トランスポートブロックサイズ(TBS)は、より少ない時間
における処理を提供するために、最大サイズ制限を有し得、そのようなサイズ制限は、ラ
ンク依存制限であり得る。タイミング構成は、場合によっては、動的に変更、または半静
的に変更され得る。場合によっては、HARQ動作、物理アップリンク制御チャネル(PUCCH)
リソースハンドリング、チャネル状態情報(CSI)ハンドリング、および/またはサウンディ
ング基準信号(SRS)動作が、送信のためのタイミング構成に基づいて修正され得る。追加
または代替として、時分割複信(TDD)通信は、異なるタイミング構成に基づいて、ダウン
リンク関連付けセット変更とアップリンクスケジューリング変更とを提供するように修正
され得る。一部または全部のワイヤレス送信のために、共有無線周波数スペクトルを使用
する場合には、様々なスケジューリングおよびHARQ動作が、異なるタイミング構成に基づ
いて決定され得る。
【００４９】
　上記で紹介した本開示の態様について、ワイヤレス通信システムの文脈において以下で
説明する。後続の図は、レイテンシ低減をサポートするタイミング構成の例を示す。本開
示の態様は、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法に関する装置図、システム図、
およびフローチャートによってさらに図示され、それらを参照しながら説明される。
【００５０】
　図1は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサ
ポートするワイヤレス通信システム100の一例を示す。ワイヤレス通信システム100は、基
地局105と、UE115と、コアネットワーク130とを含む。いくつかの例では、ワイヤレス通
信システム100は、LTE(または、LTEアドバンスト)ネットワークであり得る。UE115のうち
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の1つまたは複数は、低減時間期間タイミング構成のための能力を有し得、基地局105のう
ちの1つまたは複数は、ダウンリンク通信と応答アップリンク通信との間で低減されたタ
イミングを提供するために、通信をスケジュールし、送信するとき、そのような能力を考
慮し得る。
【００５１】
　基地局105は、1つまたは複数の基地局アンテナを介してUE115とワイヤレス通信し得る
。各基地局105は、それぞれの地理的カバレージエリア110に通信カバレージを提供し得る
。ワイヤレス通信システム100中に示されている通信リンク125は、UE115から基地局105へ
のUL送信、または基地局105からUE115へのDL送信を含み得る。UE115は、ワイヤレス通信
システム100全体にわたって分散されることがあり、各UE115は固定またはモバイルであり
得る。UE115は、移動局、加入者局、リモートユニット、ワイヤレスデバイス、アクセス
端末(AT)、ハンドセット、ユーザエージェント、クライアント、または同様の用語で呼ば
れることもある。UE115はまた、セルラーフォン、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバ
イス、パーソナルコンピュータ、タブレット、パーソナル電子デバイス、マシンタイプ通
信(MTC)デバイスなどであり得る。UE115は、ダウンリンク通信と応答アップリンク通信と
の間の様々な時間差を有する、1つまたはいくつかのタイミング構成を使用するための能
力を含む、異なる能力を有し得る。
【００５２】
　基地局105は、コアネットワーク130および互いと通信し得る。たとえば、基地局105は
、バックホールリンク132(たとえば、S1など)を通してコアネットワーク130とインターフ
ェースし得る。基地局105は、バックホールリンク134(たとえば、X2など)を介して直接ま
たは間接的に(たとえば、コアネットワーク130を通して)互いに通信し得る。基地局105は
、UE115との通信のための無線構成およびスケジューリングを実行し得るか、または基地
局コントローラ(図示せず)の制御下で動作し得る。いくつかの例では、基地局105は、マ
クロセル、スモールセル、ホットスポットなどであり得る。基地局105は、eノードB(eNB)
105と呼ばれることもある。基地局105、またはコアネットワーク130内の他のエンティテ
ィは、ある時間差内で応答アップリンク通信を送信するための、UE115の能力を考慮する
ために、UE115との通信をスケジュールし得る。
【００５３】
　場合によっては、ワイヤレス通信システム100は、拡張コンポーネントキャリア(eCC:en
hanced component carrier)を利用し得る。eCCは、より広い帯域幅、より短いシンボル持
続時間、より短い送信時間間隔(TTI)、および変更された制御チャネル構成を含む、1つま
たは複数の特徴によって特徴付けられ得る。場合によっては、eCCは、キャリアアグリゲ
ーション構成またはデュアル接続性構成(たとえば、複数のサービングセルが準最適なま
たは理想的でないバックホールリンクを有するとき)に関連付けられ得る。eCCはまた、(2
つ以上の事業者がスペクトルを使用することを許可された場合)無認可スペクトルまたは
共有スペクトルにおいて使用するために構成され得る。広い帯域幅によって特徴付けられ
るeCCは、全帯域幅を監視することが可能ではないか、または(たとえば、電力を節約する
ために)限られた帯域幅を使用することを好むUE115によって利用され得る1つまたは複数
のセグメントを含み得る。
【００５４】
　場合によっては、eCCは、他のCCのシンボル持続時間と比較して低減されたシンボル持
続時間の使用を含み得る、他のCCとは異なるシンボル持続時間を利用し得る。より短いシ
ンボル持続時間は、増加したサブキャリア間隔に関連付けられる。場合によっては、eCC
は、他のCCのシンボル持続時間と比較して低減されたシンボル持続時間の使用を含み得る
、他のCCとは異なるシンボル持続時間を利用し得る。より短いシンボル持続時間は、増加
したサブキャリア間隔に関連付けられる。eCCを使用する、UE115または基地局105などの
デバイスが、低減されたシンボル持続時間(たとえば、16.67マイクロ秒)で、広帯域信号(
たとえば、20、40、60、80MHzなど)を送信し得る。eCC中のTTIは、1つまたは複数のシン
ボルからなり得る。場合によっては、TTI持続時間(すなわち、TTI内のシンボルの数)は可
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変であってもよい。
【００５５】
　HARQは、データがワイヤレス通信リンク125を介して正確に受信されることを保証する
方法であり得る。HARQは、(たとえば、巡回冗長検査(CRC)を使用する)誤り検出、前方誤
り訂正(FEC)、および再送信(たとえば、自動再送要求(ARQ))の組合せを含み得る。HARQは
、劣悪な無線条件(たとえば、信号対雑音条件)での媒体アクセス制御(MAC)レイヤにおけ
るスループットを改善し得る。インクリメンタル冗長HARQでは、誤って受信されたデータ
がバッファ内に記憶され、後続送信と組み合わされて、データを正常に復号する全体的確
率が改善され得る。場合によっては、冗長ビットが、送信前に各メッセージに追加される
。これは、劣悪な無線状態において有用であり得る。他の場合には、冗長ビットは各送信
に追加されないが、情報を復号しようとする試みの失敗を示すNACKを元のメッセージの送
信機が受信した後に再送信される。送信、応答、および再送信のチェーンは、HARQプロセ
スと呼ばれ得る。場合によっては、限られた数のHARQプロセスが、所与の通信リンク125
のために使用され得る。HARQフィードバックは、場合によっては、物理HARQインジケータ
チャネル(PHICH)において送信され得る。
【００５６】
　異なるタイミング構成が、HARQフィードバックのために使用され得る。たとえば、ダウ
ンリンクデータ送信と、肯定応答(ACK)または否定ACK(NACK)を含む応答アップリンク通信
との間の時間差は、採用されるタイミング構成に応じて変動し得る。UE115との通信のた
めに使用されるタイミング構成は、アップリンクモードとダウンリンクモードとの間で(
たとえば、RFチェーン内で)構成要素を切り替えるための能力を含む、UE115の能力に依存
し得る。
【００５７】
　PUCCHは、UL ACK、スケジューリング要求(SR)、およびチャネル品質インジケータ(CQI)
、ならびに他のUL制御情報のために使用され得る。PUCCHは、コードと2つの連続するリソ
ースブロックとによって定義される制御チャネルにマッピングされ得る。UL制御シグナリ
ングは、セルのタイミング同期の存在に依存し得る。SRおよびCQI報告のためのPUCCHリソ
ースは、無線リソース制御(RRC)シグナリングを通じて割り当てられ(および失効され)得
る。場合によっては、SRのためのリソースは、ランダムアクセスチャネル(RACH)手順を通
じて同期を獲得した後に割り当てられ得る。他の場合、SRは、RACHを通じてUE115に割り
当てられないことがある(すなわち、同期したUEは、専用SRチャネルを有することもあり
、有しないこともある)。UEがもはや同期しなくなったとき、SRおよびCQIのためのPUCCH
リソースは失われ得る。
【００５８】
　基地局105は、チャネルを効率的に構成およびスケジュールするために、UE115からチャ
ネル条件情報を収集し得る。この情報は、チャネル状態報告の形でUE115から送られ得る
。チャネル状態報告は、(たとえば、UE115のアンテナポートに基づく)DL送信のために使
用されるべきレイヤの数を要求するランクインジケータ(RI)、(レイヤの数に基づく)その
ためのプリコーダ行列が使用されるべき選好を示すプリコーディング行列インデックス(P
MI)、および、使用され得る最高の変調およびコーディング方式(MCS)を表すチャネル品質
インジケータ(CQI)を含み得る。CQIは、共通基準信号(CRS)またはCSI基準信号(CSI-RS)な
ど、所定のパイロットシンボルを受信した後、UE115によって計算され得る。RIおよびPMI
は、UE115が空間多重化をサポートしない(または、空間モードをサポートしていない)場
合、除外され得る。報告中に含まれる情報のタイプが、報告タイプを決定する。チャネル
状態報告は、周期的または非周期的であり得る。すなわち、基地局105は、周期的な報告
を一定の間隔で送るようにUE115を構成することができ、必要に応じて追加の報告を要求
することもできる。非周期的な報告は、セル帯域幅全体にわたってチャネル品質を示す広
帯域報告、最良のサブバンドのサブセットを示す、UEにより選択された報告、または、報
告されるサブバンドが基地局105によってその中で選択される、構成された報告を含み得
る。
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【００５９】
　PDCCHは、論理的に連続する9個のリソース要素グループ(REG)を含み得る、少なくとも1
つの制御チャネル要素(CCE)の中でDCIを搬送し、ここで、各REGは4個のリソース要素を含
む。DCIは、DLスケジューリング割当て、ULリソース許可、送信方式、UL電力制御、HARQ
情報、MCSおよび他の情報に関する情報を含む。DCIメッセージのサイズおよびフォーマッ
トは、DCIによって搬送される情報のタイプおよび量に応じて異なり得る。たとえば、空
間多重化がサポートされる場合、DCIメッセージのサイズは、連続する周波数割振りと比
較して大きい。同様に、多入力多出力(MIMO)を採用するシステムの場合、DCIは、追加の
シグナリング情報を含まなければならない。DCIサイズおよびDCIフォーマットは、情報の
量、ならびに帯域幅、アンテナポートの数、および複信モードなどのファクタに依存する
。PDCCHは、複数のユーザに関連付けられたDCIメッセージを搬送することができ、各UE11
5は、それを対象とするDCIメッセージを復号し得る。
【００６０】
　たとえば、各UE115は、セル無線ネットワーク一時識別子(C-RNTI)を割り当てられ得、
各DCIにアタッチされたCRCビットが、C-RNTIに基づいてスクランブリングされ得る。ユー
ザ機器における電力消費量およびオーバーヘッドを低減するために、特定のUE115に関連
付けられたDCIに対して、CCEロケーションの限定されたセットが指定され得る。CCEは(た
とえば、1つ、2つ、4つおよび8つのCCEのグループに)グループ化されてもよく、ユーザ機
器が関連するDCIを見つけることができるCCEロケーションのセットが指定され得る。これ
らのCCEは、探索空間として知られている場合がある。探索空間は、2つの領域、すなわち
、共通のCCE領域または探索空間と、UE固有(専用)のCCE領域または探索空間とに区分され
得る。共通CCE領域は、基地局105によってサービスされるすべてのUEによって監視され、
ページング情報、システム情報、ランダムアクセス手順などの情報を含み得る。UE固有探
索空間は、ユーザ固有制御情報を含み得る。CCEはインデックス付けされ得、共通探索空
間はCCE0から開始し得る。UE固有探索空間のための開始インデックスは、C-RNTI、サブフ
レームインデックス、CCEアグリゲーションレベル、およびランダムシードに依存する。U
E115は、ブラインド復号として知られるプロセスを実行することによって、DCIを復号し
ようと試みることができ、ブラインド復号の間、探索空間は、DCIが検出されるまでラン
ダムに復号される。ブラインド復号の間、UE115は、そのC-RNTIを使用してすべての可能
なDCIメッセージをデスクランブルしようと試み、試みが成功したか否かを決定するため
にCRC検査を実行し得る。
【００６１】
　キャリアは、FDD動作(たとえば、対スペクトルリソースを使用する)、またはTDD動作(
たとえば、不対スペクトルリソースを使用する)を使用して、双方向通信を送信し得る。F
DD(たとえば、フレーム構造タイプ1)およびTDD(たとえば、フレーム構造タイプ2)のフレ
ーム構造が定義され得る。TDDフレーム構造の場合、各サブフレームはULトラフィックま
たはDLトラフィックを搬送し得、特殊サブフレームは、DL送信とUL送信との間を切り替え
るために使用され得る。無線フレーム内のULサブフレームおよびDLサブフレームの割振り
は、対称でも非対称でもよく、また静的に決定されてもよく、半静的に再構成されてもよ
い。特殊サブフレームは、DLトラフィックまたはULトラフィックを搬送し得、DLトラフィ
ックとULトラフィックとの間にガード期間(GP)を含み得る。ULトラフィックからDLトラフ
ィックへの切替えは、特殊サブフレームまたはガード期間を使用せずに、UE115でタイミ
ングアドバンス(TA)を設定することによって達成され得る。フレーム期間(たとえば、10m
s)またはフレーム期間の半分(たとえば、5ms)に等しいスイッチポイント周期性を有するU
L-DL構成もサポートされ得る。
【００６２】
　たとえば、TDDフレームは、1つまたは複数の特殊フレームを含み得、特殊フレーム間の
期間は、そのフレームのためのTDD DL-ULスイッチポイント周期性を決定し得る。TDDを使
用すると、対UL-DLスペクトルリソースを必要とすることなしに、柔軟な展開が可能にな
る。いくつかのTDDネットワーク展開では、UL通信とDL通信との間に干渉(たとえば、異な
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る基地局からのUL通信とDL通信との間の干渉、基地局およびUEからのUL通信とDL通信との
間の干渉など)が引き起こされ得る。たとえば、異なる基地局105が異なるTDD UL-DL構成
に従って重複するカバレージエリア内の異なるUE115にサービスを提供する場合、サービ
ング基地局105からDL送信を受信し、復号しようと試みるUE115は、近接して位置する他の
UE115からのUL送信からの干渉を受ける可能性がある。
【００６３】
　基地局105は、チャネル推定およびコヒーレント復調においてUE115を支援するために、
CRSなどの周期的パイロットシンボルを挿入することができる。CRSは、504個の異なるセ
ル識別情報のうちの1つを含み得る。それらは、QPSKを使用して変調され、雑音および干
渉に耐えられるように電力ブーストされ得る(たとえば、周囲のデータ要素よりも6dB高い
レベルで送信され得る)。受信側のUE115のアンテナポートまたはレイヤの数(最高4)に基
づいて、各リソースブロックにおける4～24個のリソース要素中にCRSが埋め込まれ得る。
基地局105のカバレージエリア110におけるすべてのUE115によって利用され得るCRSに加え
て、復調基準信号(DM-RS)が特定のUE115に向けられてよく、それらのUE115に割り当てら
れたリソースブロック上でのみ送信され得る。DM-RSは、DM-RSが送信される各リソースブ
ロックにおける12個のリソース要素上に信号を含み得る。異なるアンテナポートのための
DM-RSは各々、同じ12個のリソース要素を利用し得、(たとえば、異なるリソース要素内で
各信号を1または-1の異なる組合せでマスキングする)異なる直交カバーコードを使用して
区別され得る。場合によっては、DM-RSの2つのセットが、隣接するリソース要素において
送信され得る。場合によっては、チャネル状態情報基準信号(CSI-RS)として知られる追加
の基準信号が、CSIの生成を支援するために含まれ得る。UL上で、UE115は、それぞれリン
ク適応および復調のための周期的SRSおよびUL DM-RSの組合せを送信し得る。
【００６４】
　UE115は、たとえば、多入力多出力(MIMO)、多地点協調(CoMP)、または他の方式を通し
て、複数のeNB105と共同的に通信するように構成され得る。MIMO技法は、マルチパス環境
を利用して複数のデータストリームを送信するために、基地局上の複数のアンテナ、また
はUE上の複数のアンテナを使用する。CoMPは、UEのための全体的な送信品質を改善するた
めに、ならびにネットワークおよびスペクトル利用を増加するために、いくつかのeNBに
よる送受信の動的な調整のための技法を含む。
【００６５】
　システム100の基地局105は、UE115など、1つまたは複数の、複数の通信デバイスのため
の通信を、各々同時にサポートし得る。上記のように、および以下でより詳細に説明する
ように、様々な例は、UE115と基地局105との間の送信のための複数の異なるタイミング構
成を提供し得る。
【００６６】
　図2は、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法のためのワイヤレス通信システム2
00の一例を示す。UE115-aは、図1を参照しながら本明細書で説明したようなUE115の一例
であり得る。UE115-aは、複数のタイミング構成のために構成され得、TDDまたはFDDであ
り得る、第1のCC205および第2のCC210など、1つまたは複数のコンポーネントキャリア(CC
)における通信をサポートし得る。UE115-aはまた、図1を参照しながら本明細書で説明し
たような基地局105の例であり得る、キャリア215を介した第1の基地局105-aおよび第2の
基地局105-bとのデュアル接続性通信のためにも構成され得る。第1のCC205など、CCのう
ちの1つは、UE115-aのための1次セル(Pcell)として構成され得る。第1の基地局105-aは、
関連付けられたカバレージエリア110-aを有し得、第2の基地局105-bは、関連付けられた
カバレージエリア110-bを有し得る。
【００６７】
　上記のように、場合によっては、UE115-aは、複数のタイミング構成が可能であり得る
。たとえば、UE115-aは、ダウンリンク送信を受信し、第1の時間差(たとえば、レガシーL
TE時間差)、または第2の時間差(たとえば、レガシーLTE時間差と比較して、低減された時
間差)内で、応答アップリンク通信を送信するための能力を有し得る。いくつかの例では



(26) JP 6665323 B2 2020.3.13

10

20

30

40

50

、UE115-aまたは基地局105は、ダウンリンク通信と応答アップリンク通信との間の異なる
関連付けられた時間期間を各々含む、2つ以上のタイミング構成を使用して動作すること
が可能であり得る。低減された時間期間が送信のために使用される場合、システムのレイ
テンシが低減され得、システムの効率が向上され得る。
【００６８】
　レガシータイミング構成(たとえば、n+4タイミング構成)では、タイミングは、拡張PDC
CH(ePDCCH)制御送信と、基地局105とUE115-aとの間の100kmサイト距離に対応する、667μ
sの最大TA値とに基づき得る。いくつかの例では、基地局105は、低減タイミング構成を可
能にするために、送信に関連付けられたTAを低減するために、最大サイト距離を低減し得
る。たとえば、100kmから10kmまでのサイト距離における低減は、TA値を約600μsだけ低
減し、67μsの最大TAが、低減タイミング構成のために確立され得る。ePDCCH制御送信で
は、制御情報は、サブフレーム全体に及び得るが、PDCCH制御送信は、サブフレーム内の
シンボルのサブセット(たとえば、4シンボルまたはそれよりも少ない制御領域サイズ)の
みに及び得る。いくつかの例では、低減タイミング構成は、DCIがPDCCH制御送信において
送信され得ることを提供し得、それによって、サブフレーム内でより早い制御チャネル送
信を提供し、追加の処理時間を提供し得る。たとえば、PDCCHスケジューリングでは、時
間の節約はノーマルサイクリックプレフィックス(CP)では10シンボル(714μs)、または拡
張CPでは8シンボル(667μs)に対応する。したがって、PDCCHスケジューリングとともに上
記で示したような最大TAを使用すると、約1.314ms(ノーマルCP)または1.267ms(拡張CP)の
時間の節約がもたらされ得る。そのような技法は、1msサブフレームを仮定すると、応答
アップリンク通信が1サブフレーム早く送信され得ることを提供し、したがって、n+3タイ
ミングを提供し得る。
【００６９】
　場合によっては、n+2タイミングを可能にし得る、さらなるタイミング低減が提供され
得る。そのような場合、ダウンリンク送信に関連付けられたトランスポートブロックが、
UE115-aにおいてより速く処理され、n+2低減タイミングを可能にするように、最大TBSが
提供され得る。TBS制限がn+3タイミングのために適用される、いくつかの場合には、TAの
ための最大値は、均等なサブフレームタイミングを提供するように選択され得る(たとえ
ば、均等なサブフレームタイミングのための1ms時間制限を提供するために、TBS制限を使
用するとき、50kmサイト距離に対応する、333μsの最大TAが適用され得る)。そのようなT
AおよびTBS限定はまた、たとえば、存在し得るキャリアアグリゲーション(CA)、ネットワ
ークアシスト干渉消去(NAIC)、または拡張型干渉軽減およびトラフィック適応(eIMTA:enh
anced interference mitigation and traffic adaptation)など、他の特徴にも依存し得
る。CAを使用するいくつかの例では、異なるUL CCが、最大TA許容差にカウントされ得る
、約31μsの最大送信タイミング差を有し得る、複数のTAグループ構成が提供され得る。
たとえば、非CAの場合、100μsの最大TA限定は、最大15kmのサイト距離(100μs*3*108/2)
を暗示するが、CAモードで動作するとき、最大TA限定への調整は、10.3kmのサイト距離((
100μs-31.3μs)*3*108/2)を暗示する。
【００７０】
　場合によっては、低減タイミング構成およびレガシータイミング構成は、半静的に構成
され得る。他の場合には、低減タイミング構成およびレガシータイミング構成は、動的に
構成され得る。動的な構成を提供するいくつかの例では、DCIは、低減タイミング構成(た
とえば、n+3またはn+2タイミング)に関連付けられたPDCCH送信において提供され得、DCI
は、別のタイミング(たとえば、n+4(レガシー)タイミング)に関連付けられたePDCCH送信
において提供され得る。したがって、UE115-aは、あるサブフレームにおいてPDCCHととも
にスケジュールされ得るが、別のサブフレームにおいてePDCCHとともにスケジュールされ
得、したがって、n+4からn+3タイミングに動的に切り替えられ得る。いくつかの例では、
UE115-aは、n+kタイミングの能力を示し得、ただし、k<4であり、PDCCHのみに適用可能で
あり得る。たとえば、k=3では、UE115-aは、PDCCHのみのためにn+3タイミングを行い得、
PDCCHとePDCCHの両方のためにn+4タイミングを行い得る。k=2である例では、UE115-aは、
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PDCCH制御送信のみのためにn+2タイミングを行い得るが、PDCCH/ePDCCH制御送信のために
n+3またはn+4タイミングを行い得る。
【００７１】
　上記のように、場合によっては、TBS限定は、低減タイミング構成を可能にするために
提供され得る。いくつかの例では、TBS限定は、いくつかのタイミング構成(たとえば、n+
3タイミング)のために提供され得、UE115-aの能力に依存し得る。いくつかの例では、TBS
制限は、ランク依存であり、UE115-aの最大ランク(Rmax)に依存し得る。たとえば、ラン
クRおよびそれよりも低いものでは、TBS制限送信がないことがあり、ただし、Rは、UEカ
テゴリーに依存し得る(たとえば、カテゴリー2のUEではR=1、カテゴリー5のUEではR=2)。
ランク>Rでの送信では、制限は、いくつかの例では、ランクの関数であり得る。たとえば
、制限されたTBSは、最大TBSおよびR/rの積に基づいて、TBS制限を提供するためにランク
rについて提供され得、ただし、R<r≦Rmaxである。場合によっては、並列処理は、マルチ
レイヤ送信のために処理時間を低減することを助け得るので、得られるTBSの低減は、レ
イヤの数に比例しないことがある。キャリアアグリゲーションまたはデュアル接続性を使
用する場合、CCごとにTBSに制限を課すのではなく、UE115-aが全体的な処理の限定を有す
るために、制限は、構成されたCCのセットまたはサブセットにおいて一緒に課せられ得る
。
【００７２】
　図3は、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法のためのフレーム構造300の一例を
示す。フレーム構造300は、図1～図2において説明したように、UE115と基地局105との間
の通信のために使用され得る。フレーム構造300は、ダウンリンク送信305とアップリンク
送信310とを含み得、それらが、レガシーLTE10ms無線フレーム(たとえば、LTE FS1)を構
成し得る。
【００７３】
　上記のように、レガシータイミング構成は、第1のダウンリンクサブフレーム315が、ア
ップリンクリソースの許可またはダウンリンクデータとともにダウンリンク送信を含み得
る、レガシータイミングとともに動作し得、それぞれのアップリンク通信は、アップリン
クサブフレームn+4 320において発生し得る。n+3の低減タイミング構成では、第1のダウ
ンリンクサブフレーム315は、アップリンクリソースの許可またはダウンリンクデータと
ともにダウンリンク送信を含み得、それぞれのアップリンク通信は、アップリンクサブフ
レームn+3 325において発生し得る。同様に、n+2の低減タイミング構成では、第1のダウ
ンリンクサブフレーム315は、アップリンクリソースの許可またはダウンリンクデータと
ともにダウンリンク送信を含み得、それぞれのアップリンク通信は、アップリンクサブフ
レームn+2 330において発生し得る。
【００７４】
　この例は、関連付けられた応答アップリンク送信を伴うダウンリンク送信の一例を提供
するが、同様のタイミング構成が、関連付けられた応答ダウンリンク送信を伴うアップリ
ンク送信のために提供され得る。場合によっては、異なるタイミング構成が、アップリン
ク通信およびダウンリンク通信のために提供され得る。たとえば、n+3タイミング構成が
、ダウンリンク通信のために使用され得るのに対して、n+2タイミング構成が、アップリ
ンク通信のために使用され得る。そのような構成は、物理ダウンリンク共有チャネル(PDS
CH)復号では比較的集中的であり得る、ダウンリンク処理のために追加の処理時間を可能
にし得る。場合によっては、CSI処理および物理アップリンク共有チャネル(PUSCH)符号化
のために、アップリンク処理もまた比較的集中的であり得、非周期CSI(A-CSI)がトリガさ
れることが可能にされないことがある。たとえば、n+2タイミング構成は、A-CSIトリガリ
ングなしにアップリンクのために使用され得、n+3タイミング構成は、ダウンリンク通信
のために使用され得る。他の例では、A-CSIは、トリガされ得るが、トリガリングサブフ
レームよりも前に基準測定サブフレームとともにトリガされ得る。いくつかの例では、ダ
ウンリンクタイミングギャップは、より集中的なダウンリンク処理のために、アップリン
ク通信のためのタイミングギャップ以上になるように構成され得る。たとえば、タイミン
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グの可能な組合せは、{DLタイミング,ULタイミング}-{n+4,n+4}、{n+4,n+3}、{n+4,n+2}
、または{n+3,n+3}、{n+3,n+2}、または{n+2,n+2}であり得る。
【００７５】
　図3の例は、FDDフレーム構造を示しているが、低減タイミング構成はまた、TDDフレー
ム構造のためにも提供され得る。以下のTable 1(表1)は、様々なTDDフレーム構成を示し
、ただし、「D」はダウンリンクサブフレームを表し、「U」はアップリンクサブフレーム
を表し、「S」は特殊サブフレームを表す。
【００７６】
【表１】

【００７７】
　UEは、所与の送信のためのフレーム構成に応じて、異なる時間において、および異なる
サブフレームにおいて送信し得る。異なるタイミング構成では、ダウンリンク関連付けセ
ットが変更になることがあり、アップリンクスケジューリングが変更になることがある。
異なるタイミング構成のための一例のダウンリンクHARQ関連付けセットが、Table 2(表2)
に示されている。Table 2(表2)では、アップリンクサブフレームnが、ダウンリンクサブ
フレームn-kに関連付けられる。したがって、Table 2(表2)の最上行における数は、アッ
プリンクサブフレーム番号(n)であり、より低い行における数(k)は、関連付けられたダウ
ンリンクサブフレームを識別する。この例は、TDD構成0のためのものである。
【００７８】
【表２】

【００７９】
　複数の可能なタイミング構成、およびしたがって、複数のダウンリンクHARQタイミング
を有する例では、タイミング構成のためのダウンリンク関連付けセットの和集合が使用さ
れ得、いくつかの例では、Table 3(表3)に示されているものなどであり、Table 3(表3)は
、n+4タイミングおよびn+3タイミングのための関連付けセットの和集合のための変形例1
を示している。
【００８０】



(29) JP 6665323 B2 2020.3.13

10

20

30

40

【表３】

【００８１】
　複数の可能なタイミング構成を有する他の例では、タイミング構成のためのダウンリン
ク関連付けセットの和集合が使用され得るが、スケジューリング決定に基づいて、アップ
リンクサブフレームのためのただ1つの有効ダウンリンク関連付けセットがあり、Table 4
(表4)に示されているものなどであり、Table 4(表4)は、n+4タイミングまたはn+3タイミ
ングであるが両方ではない場合の関連付けセットの和集合の変形例2を示している。
【００８２】
【表４】

【００８３】
　Table 5(表5)からTable 16(表16)は、上記で説明した和集合の各変形例のためのTDD構
成1からTDD構成6のための異なるタイミング構成のための例示的なダウンリンクHARQ関連
付けセットを示す。TDD構成1が、Table 5(表5)およびTable 6(表6)に示されている。
【００８４】
【表５】

【００８５】
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【表６】

【００８６】
　TDD構成2が、Table 7(表7)およびTable 8(表8)に示されている。
【００８７】

【表７】

【００８８】
【表８】

【００８９】
　TDD構成3が、Table 9(表9)およびTable 10(表10)に示されている。
【００９０】
【表９】
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【００９１】
【表１０】

【００９２】
　TDD構成4が、Table 11(表11)およびTable 12(表12)に示されている。
【００９３】

【表１１】

【００９４】
【表１２】

【００９５】
　TDD構成5が、Table 13(表13)およびTable 14(表14)に示されている。
【００９６】
【表１３】

【００９７】
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【表１４】

【００９８】
　TDD構成6が、Table 15(表15)およびTable 16(表16)に示されている。
【００９９】
【表１５】

【０１００】
【表１６】

【０１０１】
　いくつかの例では、サブフレームnにおけるPUSCH送信のTDD UL許可スケジューリングの
ために、許可は、ダウンリンクHARQフィードバックのためのサブフレームnに関連付けら
れた最後のダウンリンクサブフレーム以降のサブフレームに常に位置し得る。そのような
技法は、アップリンク許可におけるダウンリンク割当てインデックス(DAI)が、将来のDL
サブフレームをカウントするのではなく、すでにスケジュールされたダウンリンクサブフ
レームをカウントすることのみが必要であることを保証し得る。
【０１０２】
　上記のように、いくつかの例では、タイミング構成は、動的に、または半静的に提供さ
れ得る。場合によっては、第1のUEは、n+4タイミングのみを行うことが可能であり得、第
2のUEは、n+3およびn+4タイミングを行うことが可能であり得、第3のUEは、n+2、n+3、お
よびn+4タイミングを行うことが可能であり得る。加えて、サービング基地局は、n+4のみ
、n+3およびn+4、n+2およびn+4、n+2、n+3およびn+4などをハンドリングすることが可能
であり得る。そのような例では、UEは、それ自体の能力、および特定のタイミング構成の
ための基地局の能力に基づいて構成され得る。いくつかの例では、UEは、n+2タイミング
が可能であり得、基地局もまた、n+2タイミングが可能であり得、UEは、ランク1送信では
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n+2タイミングが使用され、ランク2送信ではn+3タイミングが使用され、ランク3以上の送
信ではn+4タイミングが使用されるように構成され得る。同様に、UEがn+3タイミングが可
能であり、基地局もまたn+3タイミングが可能である場合、UEは、PDSCH/PUSCHがPDCCHに
よってスケジュールされる場合、n+3タイミングが使用され、PDSCH/PUSCHがePDCCHによっ
てスケジュールされる場合、n+4タイミングが使用されるように構成され得る。そのよう
なタイミングの動的決定は、追加または代替として、スケジューリングパラメータ(たと
えば、PDCCH対ePDCCH、TBSサイズ、レイヤの数など)、または明示的なインジケータに基
づき得る。いくつかの例では、動的切替えは、UE固有探索空間においてDCIによってスケ
ジュールされたn+4タイミングとn+3タイミングとの間で可能にされないことがあるが、DC
Iが共通探索空間にあるとき、可能にされ得るので、n+4タイミングが共通探索空間DCIの
ためにスケジュールされ、n+3タイミングがUE固有探索空間DCIのためにスケジュールされ
るようになる。場合によっては、UEは、n+2タイミングが可能であり得るが、PDCCHスケジ
ュールされたトラフィックのためのみであり、n+3またはn+4とともに構成される場合、PD
CCHとePDCCHの両方によってスケジュールされ得る。
【０１０３】
　上記のように、いくつかの例では、HARQ動作は、アップリンクおよびダウンリンク送信
のために使用された1つまたは複数のタイミング構成に基づいて決定され得る。いくつか
の例では、非同期HARQが、ACK/NACKフィードバックの送信のために使用され得る。そのよ
うな非同期HARQは、低減タイミング構成とレガシータイミング構成の両方が、UEのための
PUSCHスケジューリングのために利用可能になることを可能にし得る。非同期HARQの下で
は、いくつかの例では、再送信されたトランスポートブロックは、最初に送信されたトラ
ンスポートブロックとは異なるタイミング構成を有し得る。場合によっては、低減タイミ
ング構成またはレガシータイミング構成は、低減タイミング構成を使用するか、レガシー
タイミング構成を使用するかの決定に基づいて、非同期HARQフィードバックのために適用
され得る。場合によっては、HARQプロセスの数は、異なるタイミング構成の各々のための
FDDフレーム構造では、8に保たれ得る。TDDフレーム構造送信では、または共有無線周波
数スペクトルを使用し得る送信では、HARQプロセスの数が増加され得る。いくつかの例で
は、PUSCH送信は、特殊サブフレームにおいて行われ得、HARQプロセスは、そのような追
加の送信に対応するために増加され得る。いくつかの例では、HARQプロセスは、同期HARQ
が、共通探索空間を介してスケジュールされた送信のために使用され得、非同期HARQが、
UE固有探索空間を介してスケジュールされた送信のために使用され得るように、構成され
得る。いくつかの例では、PHICHは、共通探索空間同期アップリンクHARQ動作のために除
去され得る。いくつかの例では、HARQプロセスIDは、アップリンク許可中に含まれ得る。
【０１０４】
　ダウンリンクHARQ動作では、HARQプロセスの数は、いくつかの例では、低減タイミング
構成のために低減され得る。ソフトバッファ管理は、そのような場合、低減されたHARQプ
ロセスの数に基づき得、CAまたはデュアル接続性の下で、キャリアごとに行われ得る。た
とえば、8つのHARQプロセスに等しく、CCへのソフトバッファ割振りを区分するのではな
く、ソフトバッファは、たとえば、代わりにn+2タイミングでは、4つのHARQプロセスに等
しく区分され得る。そのようなソフトバッファ管理は、HARQプロセスごとにソフトバッフ
ァサイズを増大させ、したがって、記憶されたLLRの数を増すことがあり、それは、場合
によっては、リンクレベル復調性能のためになり得る。
【０１０５】
　図4Aは、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法のためのフレーム構造400の一例
を示す。フレーム構造400は、図1～図2において説明したように、UE115と基地局105との
間の通信のために使用され得る。フレーム構造400は、ダウンリンク送信405とアップリン
ク送信410とを含み得、それらが、レガシーLTE10ms無線フレーム(たとえば、LTE FS1)を
構成し得る。FS1のいくつかの場合には、UEは、同じキャリアのためのダウンリンク割当
てを受信するように予想され得、そこで、HARQ-ACKは、同じサブフレームにおいて発生し
得る。たとえば、ダウンリンク通信および応答アップリンク通信が、時分割複信(TDD)フ
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レーム構造を使用して送信される場合、コンポーネントキャリアのセットの第1のサブセ
ットまたは第2のサブセットのためのハイブリッド自動再送要求(HARQ)フィードバックの
ためのアップリンクサブフレームが識別され得、HARQフィードバックは、セットのうちの
少なくとも1つのコンポーネントキャリアのためのダウンリンクサブフレームが、HARQフ
ィードバックのために識別されたアップリンクサブフレームと一致する場合、ダウンリン
クサブフレームの間に少なくとも1つのコンポーネントキャリアのためのダウンリンク制
御メッセージを監視することなしに、アップリンクサブフレームの間に送信され得る。
【０１０６】
　図4Aの例では、PUCCHリソースハンドリングは、送信のために使用された1つまたは複数
のタイミング構成に基づいて決定され得る。たとえば、PUCCH送信では、いくつかの場合
における関連付けられたリソースは、対応する制御チャネルの開始CCEまたはeCCEに依存
し、サブフレームにおいてPUCCHを伴うすべてのUEでは、それらの制御チャネルが同じサ
ブフレームから来ることがある。したがって、概して、各UEがn+4タイミング構成を使用
するとき、異なるUEの間の開始CCE/eCCE値における競合がない。しかしながら、複数のタ
イミング構成が使用される場合は、異なるUEの間の開始CCE/eCCE値における競合が存在し
得る。
【０１０７】
　たとえば、第1のUEは、サブフレームn 415においてn+4タイミング構成とともにスケジ
ュールされ得、サブフレームn 415は、ULサブフレームn+4 425において関連付けられたPU
CCH送信を有し得る。第2のUEは、サブフレームn+1 420においてn+3タイミング構成ととも
にスケジュールされ得、次いで、サブフレームn+1 420もまた、ULサブフレームn+4 425に
おいて関連付けられたPUCCH送信を有し得る。いくつかの例では、競合を回避するために
、各新しいタイミングに関連付けられたUE固有オフセットが、PDSCH送信のためのPUCCHリ
ソースを決定するために使用され得る。そのようなオフセットは、スペクトルのエッジか
ら開始し得、PUCCHリソースが異なるタイミングに基づいて区分される。場合によっては
、UEが2つの低減されたタイミングの間で切り替えられ得る場合、2つのオフセットがUEの
ために別個に構成され得る。そのようなUE固有オフセットは、たとえば、RRCシグナリン
グを介して、UEにおいて構成され得る。場合によっては、両方のUL信号が、単一のPUCCH
リソース上で多重化され得る。
【０１０８】
　いくつかの例では、非周期CSI(A-CSI)では、CSI処理能力が、アップリンクスケジュー
リングタイミングに基づいて考慮され得る。たとえば、n+4タイミングが構成される場合
、第1の能力が使用され得る(たとえば、K1 CSIプロセスのために更新されたフレッシュCS
Iのみを提供する)。n+3タイミングが構成される場合、第2の能力が使用され得る(たとえ
ば、K2<K1 CSIプロセスのために更新されたフレッシュCSIのみを提供する)。n+2タイミン
グが構成される場合、第3の能力が使用され得る(たとえば、A-CSIのトリガリングなし)。
いくつかの例では、異なるCSI報告タイプのための異なる緩和/能力が構成され得る(たと
えば、広帯域CSI報告、対、他のCSI報告)。たとえば、広帯域CSI報告モード1-0および1-1
が構成される場合、第1のUE能力または緩和が使用され得、およびそれ以外では、他のCSI
モードが構成される場合、第2のUE能力または緩和が使用され得る。CSI測定のための基準
サブフレームもまた、いくつかの例では更新され得る。たとえば、n+2タイミングが構成
される場合、CSIが4msギャップから2msギャップに移動され得る。いくつかの例では、ラ
ンダムアクセス要求(RAR)許可CSI報告では、CSI基準サブフレームのために変更が行われ
ないことがある。他の例では、基準サブフレームは、異なるタイミング構成について同じ
であり得、ルールが、CSI測定サブフレーム決定のために定義され得る。たとえば、測定
のための特定のサブフレームのセットが、(たとえば、eIMTA CSIと同様に)暗示的に使用
され得るか、または、測定のためのサブフレームは、基準のためのサブフレームのサブセ
ットの明示的指示または定義に基づき得る。周期CSI(P-CSI)では、A-CSIのための基準サ
ブフレームが、min n_{CQI,ref}=4msのギャップから3ms(以下)のギャップに変更される場
合、同じ変更がP-CSIに対して行われ得、それによって、CSI-RS/CSI-IM関連構成およびリ
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ソース管理が簡略化され得る。
【０１０９】
　いくつかの例では、SRSもまた、異なるタイミング構成を使用してトリガされ得る。n+4
タイミング構成におけるDCIスケジューリング、およびn+3タイミング構成におけるDCIス
ケジューリングでは、SRSパラメータセットは、非周期SRSをトリガするために同じまたは
異なり得る。レガシーSRSによれば、DCIフォーマット0およびDCIフォーマット4によって
トリガされたSRSパラメータが、別個に構成され得る。いくつかの例では、低減されたタ
イミングが使用される場合、異なるSRSパラメータセットが確立され得る。たとえば、n+4
タイミングを使用するDCIフォーマット0では、第1のSRSパラメータセットが使用され得、
n+3タイミングを使用するDCIフォーマット0では、第2のSRSパラメータセットが使用され
得る。いくつかの例では、SRSシンボルは、SRSパラメータセットの一部として示され得る
。場合によっては、SRS送信およびPUSCH送信のための異なるタイミングが、同じDCIの下
で使用され得る。たとえば、DCIは、サブフレームnにおいてPUSCH送信をトリガし得るが
、サブフレームn-1においてSRS送信をトリガし得る。
【０１１０】
　上記のように、場合によっては、CAまたはデュアル接続性がUEによって使用され得、異
なるCCは、異なるタイミング構成を有し得る。たとえば、UEが、すべてのCCにわたって低
減されたタイミングを行うことが可能である場合でも、いくつかのCCは、低減タイミング
構成が可能ではない基地局またはセルに属し得る。さらに、デュアル接続性において、2
つのCCのグループが異なるタイミングを有し得るか、または2つのグループが非同期であ
り得、したがって、2つのグループの間の最大TAが著しく異なり得、異なるタイミング構
成が、様々なパラメータに基づいて使用され得る。いくつかの例では、異なるタイミング
のCCでは、A-CSIおよび/またはDL HARQ ACK/NACK報告が、各CCのためのタイミング構成に
基づいて、CCのセットについて構成され得る。たとえば、第1のCCのセットは、レガシー
タイミングを有し得るが、第2のCCのセットは、低減されたタイミングを有し得る。その
ような場合、A-CSI報告において同じトリガによってトリガされるCSIプロセスのセットを
形成するように、第1のセットからの第1のCCと、第2のセットからの第2のCCとを構成する
ために、可能にされないことがある。すなわち、A-CSIトリガのためのCCの各セットは、
同じタイミングを有し得る。場合によっては、UEが、異なるタイミングを有するセット内
のCCとともに構成される場合、UEは、単に、そのタイミングがより大きいCCのためにフレ
ッシュCSIを更新し得る。たとえば、A-CSIトリガは、CC1、CC3、およびCC4のためのCSI報
告をトリガし得、ただし、CC1はn+3タイミングのものであり、CC3およびCC4はn+4タイミ
ングのものである。UEがA-CSIトリガを受信する場合、UEは、CC3およびCC4のためではな
く、CC1のためにフレッシュCSIを提供することのみを必要とされ得る。
【０１１１】
　異なるCCが低減時間期間タイミング構成をサポートし得る場合は、異なるタイミング構
成が、異なるCCの能力に基づいて決定され得る。たとえば、すべてのCCが、短縮されたタ
イミングをサポートすることが可能であるのでない限り、低減時間期間タイミング構成が
サポートされないことがある。CCのすべてが、短縮されたタイミングをサポートすること
が可能である場合、低減時間期間タイミング構成が、CCのうちの1つまたは複数について
サポートされ得る。たとえば、すべてのCCがn+3タイミング構成をハンドリングすること
が可能である場合、n+3構成とn+4構成の両方が提供され得る。しかしながら、CCのうちの
1つがn+3タイミングをサポートしない場合、n+4タイミングのみが、CCのすべてにわたっ
て使用され得る。
【０１１２】
　いくつかの例では、短縮されたタイミングがCCのいずれかにおいてサポートされる場合
、ePDCCHベースのスケジューリングが、CCのいずれかにおいてサポートされないことがあ
る。他の例では、短縮されたタイミングがCCのいずれかにおいてサポートされる場合、eP
DCCHベースのスケジューリングが可能にされ得るが、PDCCHベースのスケジューリング送
信およびePDCCHベースのスケジューリング送信において、異なるTBS限定があり得る。
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【０１１３】
　場合によっては、異なるタイミング構成が異なるCCによってサポートされる場合、図4B
に示されているように、異なるCCのためのアップリンク制御チャネルリソースが衝突する
ことがあり、図4Bは、異なるコンポーネントキャリアタイミング構成のためのアップリン
ク制御チャネルタイミング450の一例を示す。アップリンク制御チャネルタイミング450は
、図1～図2において説明したように、UE115と基地局105との間の通信のために使用され得
る。この例では、アップリンク制御チャネルタイミング450は、PUCCH送信460において送
信されるべき、関連付けられたアップリンク制御情報を有し得る、PDSCH送信455に基づき
得る。図4Bの例では、サブフレームn 465における1次セル(Pcell)送信は、n+4タイミング
(たとえば、アップリンクサブフレームn+4において送信されたHARQ ACK/NACKフィードバ
ック)を有し得るが、サブフレームn+1 470における2次セル(Scell)送信は、n+3タイミン
グ(たとえば、アップリンクサブフレームn+3において送信されたHARQ ACK/NACKフィード
バック)など、低減時間期間タイミング構成を有し得る。したがって、Pcell送信とScell
送信の両方について、異なるタイミング構成のためのアップリンク制御情報は、アップリ
ンクサブフレームn+4 475において送信されるべき衝突するアップリンク送信を有し得る
。
【０１１４】
　異なるCCが、異なるダウンリンクサブフレームのためのアップリンク制御情報(たとえ
ば、HARQ ACK/NACKフィードバック)を送信するための同じアップリンクサブフレームを示
す、異なるタイミング構成を有し得る、そのような例では、衝突するアップリンク情報は
、1つまたは複数の技法を使用してハンドリングされ得る。いくつかの例では、並列アッ
プリンク制御チャネル送信が送信され得る(たとえば、シングルキャリア周波数分割多重
化(SC FDM)送信ではない)。他の例では、UEは、CCのうちの1つに関連付けられた、関連付
けられたPUCCH送信のみを送信し得る。たとえば、UEは、ダウンリンク送信がどのように
スケジュールされたかに基づいて、CCのPUCCH送信をドロップし得る。たとえば、UEが、P
DCCH UESS許可ではなく、PDCCH CSSベースの許可を受信する場合、UEは、UESS許可に関連
付けられたPUCCH送信をドロップし得る。他の例では、UEが、ePDCCHベースの許可ではな
く、PDCCHベースの許可を受信する場合、UEは、ePDCCHベースの許可に関連付けられたPUC
CH送信をドロップし得る。
【０１１５】
　いくつかの例では、異なるCCのためのアップリンク制御情報が、サブフレームn+4 475
において、同じPUCCHリソース上で(たとえば、周波数において、または時間において)多
重化され得る。場合によっては、アップリンク制御情報ペイロードは、同じPUCCHリソー
スにおいて多重化するには大き過ぎることがあり、いくつかの例では、各CCのためのアッ
プリンク制御情報が同じPUCCHリソースにおいて送信されることが可能であると決定され
るとき、そのような多重化が実行され得る。異なるCCのための結合されたアップリンク制
御情報が、PUCCHリソース上で送信され得るサイズを超えると決定される場合、並列送信
が送信され得るか、または、CCのうちの1つのためのアップリンク制御情報が、上記で説
明したものと同様の方法でドロップされ得る。
【０１１６】
　非CAとCAの両方におけるHARQフィードバックでは、1つのPUCCHが、異なるタイミングの
CCのためのフィードバックを提供し得る。すなわち、サブフレームnにおけるPUCCHは、(4
msタイミングに基づく)n-4におけるPDSCH送信、および(3msタイミングに基づく)サブフレ
ームn-3におけるPDSCH送信のための、HARQフィードバックを提供し得る。そのような場合
、両方のHARQ送信が、単一のPUCCHリソース上で多重化され得る。代替的に、各HARQ送信
が、PUCCHリソースを介して送信され得、2つのリソースオフセットが指定され得る。他の
例では、HARQフィードバックが、CCのうちの1つ(n-4におけるPDSCH、またはn-3におけるP
DSCHのいずれかのためであるが、両方ではない)のために提供され得るか、または、同じU
Lサブフレームにおけるフィードバックを必要とする両方のPDSCHが検出される場合、誤り
のケースとして扱われ得る。いくつかの例では、4msタイミングに基づくPDSCHが、共通探
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索空間におけるDCIからのものである場合、それは有効なケースとして扱われ得る。いく
つかの例はまた、動的ACK/NACKリソースインジケータ(ARI)更新をも提供し得、PUCCHリソ
ースインジケータは、新しいタイミングを使用する新しいPDSCH送信のスケジューリング
のために、サブフレームnからサブフレームn+1に更新され得る。デュアル接続性が構成さ
れる場合、ルックアヘッド要件があり得、そこで、UEは、サブフレームn+1における情報
に基づいて、サブフレームnにおいてどのように送信するかを決定し得る。そのような場
合、UEが、CAの下でn+2タイミングが可能である場合、ルックアヘッド要件を提供するた
めに、n+3タイミングのみが使用され得る。
【０１１７】
　共有無線周波数スペクトルが、ワイヤレス通信(たとえば、LTEフレーム構造3(FS3)また
はライセンス補助アクセス(LAA:license-assisted access)展開)の全部または一部のため
に使用される場合、複数のタイミング構成が同様に構成され得る。場合によっては、低減
されたタイミングは、クロス送信機会(クロスTxOP)管理に影響を及ぼし得る。いくつかの
例では、n+2タイミングが構成される場合、クロスTxOPスケジューリングが可能にされな
いことがあり、n+3タイミングまたはn+4タイミングが構成される場合、クロスTxOPスケジ
ューリングが可能にされ得る。追加または代替として、n+2タイミングが構成される場合
、DL HARQプロセスの最大数が16から8に低減され得、n+3タイミングまたはn+4タイミング
が構成される場合、DL HARQプロセスの最大数が16で維持され得る。
【０１１８】
　図5は、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法のためのプロセスフロー500の一例
を示す。プロセスフロー500のステップは、上記で説明したようなUE115および基地局105
の例であり得る、UE115-bおよび基地局105-cによって実行され得る。
【０１１９】
　基地局105-cおよびUE115-bは、RRC接続を確立するために、接続確立505を実行し得る。
いくつかの例では、様々なパラメータの構成が、接続確立505の一部として実行され得、
たとえば、動的または半静的なタイミング構成変更を可能にすること、HARQパラメータを
構成すること、PUCCHリソースオフセットを構成すること、CSIハンドリング、および/ま
たはSRSハンドリングなどである。場合によっては、UE115-bは、基地局105-cにUE能力510
をシグナリングし得、UE能力510は、UE115-bが低減タイミング構成が可能であるという指
示を含み得る。いくつかの例では、UEは、タイミング構成を示すRRCシグナリングを受信
し、RRCシグナリングに基づいて、各送信のためのタイミング構成を決定し得る。
【０１２０】
　ブロック515で、基地局105-cは、UE115-bのタイミング能力を識別し得る。そのような
識別は、UE115-bによって示された能力に基づいて、UE115-bの報告されたクラスに基づい
て、またはUE115-bからの何らかの他のシグナリングに基づいて行われ得る。いくつかの
例では、UE115-bの能力510は、RRC接続を確立するとき、基地局105-cに提供された情報要
素中に含まれ得る。
【０１２１】
　ブロック520で、基地局105-cは、UE115-bとの次回の通信のためのタイミング構成を決
定し得る。そのようなタイミング構成の決定は、UE115-bに対して行われるべき送信のタ
イプに基づき得る(たとえば、SIB関連動作、ランダムアクセス関連動作、ブロードキャス
ト送信、またはSC-PTM送信では、低減されたタイミングなし)。UE115-bのためのタイミン
グ構成はまた、低減タイミング構成のためのTAまたはTBS制限に基づいて決定され得る。
追加または代替として、UE115-bのためのタイミング構成は、送信のためのランクに基づ
いて、複数のCCの存在、デュアル接続性、またはそれらの組合せに基づいて、決定され得
る。
【０１２２】
　次いで、基地局105-cは、DCI525をUE115-bに送信し得る。DCIは、いくつかの例では、
応答アップリンク送信のためのタイミング構成の指示を含み得る。場合によっては、DCI
は、サブフレームの一部分のみに及ぶリソース(たとえば、PDCCHリソース)、またはサブ
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フレーム全体に及ぶリソース(たとえば、ePDCCHリソース)において送信され得る。
【０１２３】
　ブロック530で、UE115-bは、送信のためのタイミング構成を決定し得る。たとえば、UE
115-bは、応答アップリンク送信が、低減タイミング構成に従って、レガシータイミング
構成に従って、またはそれらの組合せで提供されるべきであると決定し得る。いくつかの
例では、UE115-bは、送信のタイプに基づいて、送信のためのタイミング構成を決定し得
る(たとえば、SIB関連動作、ランダムアクセス関連動作、ブロードキャスト送信、または
SC-PTM送信では、低減されたタイミングなし)。UE115-bのためのタイミング構成はまた、
低減タイミング構成のためのTAまたはTBS制限に基づいて決定され得る。追加または代替
として、UE115-bのためのタイミング構成は、送信のためのランクに基づいて、複数のCC
の存在、デュアル接続性、またはそれらの組合せに基づいて、決定され得る。
【０１２４】
　次いで、基地局105-cは、いくつかの例では、DL通信535を送信し得る。DL通信535は、
アップリンク許可またはダウンリンクデータを含み得、応答アップリンク送信は、たとえ
ば、ダウンリンクデータのためのACK/NACKフィードバックのアップリンク許可に応答する
アップリンク送信を含み得る。
【０１２５】
　ブロック540で、UE115-bは、決定されたタイミング構成に少なくとも部分的に基づいて
、DL通信535の受信処理を実行し得る。いくつかの例では、受信処理は、DL通信535の復調
および復号を含み得る。場合によっては、受信処理は、HARQプロセスの数、ソフトバッフ
ァ管理など、タイミング構成に依存する、1つまたは複数のパラメータに基づき得る。受
信処理は、場合によっては、HARQフィードバックの決定、CSI処理、PUSCH送信のフォーマ
ッティング、またはそれらの組合せを含み得る。UE115-bは次いで、基地局105-cに、応答
UL通信545を送信し得る。
【０１２６】
　いくつかの例では、ダウンリンク通信は、アップリンク許可を含み得、応答アップリン
ク通信は、アップリンクデータメッセージを含み得、そこで、通信に関連付けられた時間
差は、通信のために使用するためのタイミング構成の決定に基づいて、別のダウンリンク
通信および別の応答アップリンク通信に一緒に適用され得、そこで、別のダウンリンク送
信は、ダウンリンク許可を含み得、別の応答アップリンク送信は、ダウンリンク許可に応
答するフィードバックを含み得る。
【０１２７】
　図6は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサ
ポートするワイヤレスデバイス605のブロック図600を示す。ワイヤレスデバイス605は、
図1～図2を参照しながら説明したような、UE115または基地局105の態様の一例であり得る
。ワイヤレスデバイス605は、受信機610と、通信マネージャ615と、送信機620とを含み得
る。ワイヤレスデバイス605はまた、プロセッサを含み得る。これらの構成要素の各々は
、(たとえば、1つまたは複数のバスを介して)互いに通信中であり得る。
【０１２８】
　受信機610は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネル(たとえば、制御チ
ャネル、データチャネル、およびワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法に関する情
報など)に関連付けられた制御情報など、情報を受信し得る。情報は、デバイスの他の構
成要素に渡され得る。受信機610は、図9を参照しながら説明するトランシーバ935の態様
の一例であり得る。
【０１２９】
　通信マネージャ615は、図9を参照しながら説明する通信マネージャ915の態様の一例で
あり得る。
【０１３０】
　通信マネージャ615は、送信のために第1のタイミング構成を使用するか、第2のタイミ
ング構成を使用するかを決定することであって、第1のタイミング構成が、ダウンリンク
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通信と応答アップリンク通信との間の第1の時間差を含み、第2のタイミング構成が、ダウ
ンリンク通信と応答アップリンク通信との間の第2の時間差を含み、第2の時間差が、第1
の時間差未満であり、そこで、決定が、第1の時間差または第2の時間差内で応答アップリ
ンク通信を送信するための、UEの能力に基づく、こと、および、決定に基づいて、第1の
タイミング構成または第2のタイミング構成に従って送信することを行い得る。
【０１３１】
　送信機620は、デバイスの他の構成要素によって生成された信号を送信し得る。いくつ
かの例では、送信機620は、トランシーバモジュールにおいて受信機610とコロケートされ
得る。たとえば、送信機620は、図9を参照しながら説明するトランシーバ935の態様の一
例であり得る。送信機620は、単一のアンテナを含み得るか、またはアンテナのセットを
含み得る。
【０１３２】
　図7は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサ
ポートするワイヤレスデバイス705のブロック図700を示す。ワイヤレスデバイス705は、
図1、図2、および図6を参照しながら説明したような、ワイヤレスデバイス605、またはUE
115、または基地局105の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス705は、受信機710と
、通信マネージャ715と、送信機720とを含み得る。ワイヤレスデバイス705はまた、プロ
セッサを含み得る。これらの構成要素の各々は、(たとえば、1つまたは複数のバスを介し
て)互いに通信中であり得る。
【０１３３】
　受信機710は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネル(たとえば、制御チ
ャネル、データチャネル、およびワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法に関する情
報など)に関連付けられた制御情報など、情報を受信し得る。情報は、デバイスの他の構
成要素に渡され得る。受信機710は、図9を参照しながら説明するトランシーバ935の態様
の一例であり得る。
【０１３４】
　通信マネージャ715は、図9を参照しながら説明する通信マネージャ915の態様の一例で
あり得る。通信マネージャ715はまた、タイミング構成コンポーネント725と、送信構成コ
ンポーネント730とを含み得る。
【０１３５】
　タイミング構成コンポーネント725は、送信のために第1のタイミング構成を使用するか
、第2のタイミング構成を使用するかを決定し得、第1のタイミング構成が、ダウンリンク
通信と応答アップリンク通信との間の第1の時間差を含み、第2のタイミング構成が、ダウ
ンリンク通信と応答アップリンク通信との間の第2の時間差を含み、第2の時間差が、第1
の時間差未満である。いくつかの例では、決定は、第1の時間差または第2の時間差内で応
答アップリンク通信を送信するための、UEの能力に基づき得る。タイミング構成コンポー
ネント725は、いくつかの例では、UE能力に基づいて、送信されるべき送信のタイプに基
づいて、またはそれらの組合せで、第2の時間差を増すために、第2のタイミング構成を修
正し得る。タイミング構成コンポーネント725はまた、ダウンリンク通信と応答アップリ
ンク通信との間の第3の時間差を含む、第3のタイミング構成を決定し得、そこで、第3の
時間差が、第2の時間差未満である。場合によっては、タイミング構成コンポーネント725
は、UE固有探索空間におけるダウンリンク通信のためのDCIの受信に応答して、第2のタイ
ミング構成を決定し得る。タイミング構成コンポーネント725は、いくつかの例では、送
信時間間隔(TTI)のセットの各々のために、第1のタイミング構成または第2のタイミング
構成を動的に決定し得る。場合によっては、動的な決定は、ダウンリンク通信に関連付け
られた1つまたは複数のスケジューリングパラメータに基づく。場合によっては、ダウン
リンク通信は、コンポーネントキャリアのセットを使用して送信され、そこで、第1のタ
イミング構成が、コンポーネントキャリアのセットの第1のサブセットについて決定され
、そこで、第2のタイミング構成を決定することが、コンポーネントキャリアのセットの
第2のサブセットについて決定される。
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【０１３６】
　送信構成コンポーネント730は、決定に基づいて、第1のタイミング構成または第2のタ
イミング構成に従って送信を構成し、送信機720とともに、応答送信を送信し得る。場合
によっては、送信構成コンポーネント730は、共通探索空間におけるダウンリンク通信の
ためのDCIの受信に応答して、第1のタイミング構成に従って送信し、DCIのフォーマット
に基づいて、第1のタイミング構成または第2のタイミング構成に従って送信し得る。場合
によっては、送信構成コンポーネント730は、基地局から受信されたアップリンク許可に
応答して、アップリンクデータ送信を構成する。
【０１３７】
　送信機720は、デバイスの他の構成要素によって生成された信号を送信し得る。いくつ
かの例では、送信機720は、トランシーバモジュールにおいて受信機710とコロケートされ
得る。たとえば、送信機720は、図9を参照しながら説明するトランシーバ935の態様の一
例であり得る。送信機720は、単一のアンテナを含み得るか、またはアンテナのセットを
含み得る。
【０１３８】
　図8は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサ
ポートする通信マネージャ815のブロック図800を示す。通信マネージャ815は、図6、図7
、および図9を参照しながら説明する通信マネージャ615、通信マネージャ715、または通
信マネージャ915の態様の一例であり得る。通信マネージャ815は、タイミング構成コンポ
ーネント820と、送信構成コンポーネント825と、ダウンリンク許可コンポーネント830と
、HARQコンポーネント835と、DCIコンポーネント840と、SIBコンポーネント845と、TAコ
ンポーネント850と、TBSコンポーネント855と、能力指示コンポーネント860と、アップリ
ンク許可コンポーネント865と、CSIコンポーネント870と、SRSコンポーネント875と、ARI
コンポーネント880と、ルックアヘッドコンポーネント885と、TDDタイミング構成コンポ
ーネント890と、eCCコンポーネント895とを含み得る。これらのモジュールの各々は、(た
とえば、1つまたは複数のバスを介して)直接または間接的に互いと通信し得る。
【０１３９】
　タイミング構成コンポーネント820は、図7のタイミング構成コンポーネント725につい
て説明したものと同様に、送信のために第1のタイミング構成を使用するか、第2のタイミ
ング構成を使用するかを決定し得る。場合によっては、タイミング構成コンポーネント82
0は、ダウンリンク通信に関連付けられた1つまたは複数のスケジューリングパラメータに
基づいて、動的に決定し得る。場合によっては、ダウンリンク通信は、コンポーネントキ
ャリアのセットを使用して送信され、そこで、第1のタイミング構成を決定することが、
コンポーネントキャリアのセットの第1のサブセットのために、第1のタイミング構成を決
定することを含み、そこで、第2のタイミング構成を決定することが、コンポーネントキ
ャリアのセットの第2のサブセットのために、第2のタイミング構成を決定することを含む
。場合によっては、第3の時間差は、第2の時間差以下である。
【０１４０】
　送信構成コンポーネント825は、決定に基づいて、第1のタイミング構成または第2のタ
イミング構成に従って送信し、共通探索空間におけるダウンリンク通信のためのDCIの受
信に応答して、第1のタイミング構成に従って送信し、DCIのフォーマットに基づいて、第
1のタイミング構成または第2のタイミング構成に従って送信し得る。場合によっては、送
信することは、基地局から受信されたアップリンク許可に応答して、アップリンクデータ
送信を送信することを含む。
【０１４１】
　ダウンリンク許可コンポーネント830は、ダウンリンク通信がアップリンク許可を含み
、応答アップリンク通信がダウンリンク通信において識別されたリソースを使用すること
を識別し得る。
【０１４２】
　HARQコンポーネント835は、タイミング構成に基づいて、HARQフィードバックの報告を



(41) JP 6665323 B2 2020.3.13

10

20

30

40

50

構成し、コンポーネントキャリアのセットの異なるサブセットのためのHARQフィードバッ
クと、コンポーネントキャリアのセットの異なるサブセットのための多重化されたHARQフ
ィードバックとを構成し得る。いくつかの例では、HARQコンポーネント835は、関連付け
ルールおよび/またはTDD構成に基づいて、第3のTDDアップリンクサブフレームにおいて送
信されるべき、第1のTDDダウンリンクサブフレームおよび/または第2のTDDダウンリンク
サブフレームからの、HARQフィードバックを構成し得る。場合によっては、ダウンリンク
通信は、ダウンリンクデータを含み、応答アップリンク通信は、ダウンリンクデータの受
信の成功の肯定応答フィードバックを提供する。場合によっては、ダウンリンク通信は、
物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH)送信であり、そこで、応答アップリンク通信は、P
DSCH送信に関連付けられた非同期HARQフィードバックの送信である。場合によっては、第
1のタイミング構成に関連付けられたHARQプロセスの第1の数は、第2のタイミング構成に
関連付けられたHARQプロセスの第2の数よりも大きい。
【０１４３】
　DCIコンポーネント840は、ダウンリンク制御チャネルの共通探索空間において、ダウン
リンク通信のためのDCIを受信し、ダウンリンク制御チャネルのUE固有探索空間において
、ダウンリンク通信のためのダウンリンク制御情報(DCI)を受信し、DCIのロケーションを
識別し得る。DCIコンポーネント840は、いくつかの例では、サブフレーム全体に及ぶ制御
チャネル(たとえば、ePDCCH)において、ダウンリンク通信に関連付けられた制御情報を受
信し、サブフレームのシンボルのサブセットに及ぶ制御チャネル(たとえば、PDCCH)にお
いて、ダウンリンク通信に関連付けられた制御情報を受信し、制御情報に基づいて、応答
アップリンク通信のための制御チャネルリソースのロケーションを識別し得る。場合によ
っては、アップリンク送信は、利用可能なDCIフォーマットのセットの第1のサブセットの
ために、第1のタイミング構成に従って送信され得、利用可能なDCIフォーマットのセット
の第2のサブセットのために、第2のタイミング構成に従って送信され得る。
【０１４４】
　SIBコンポーネント845は、SIB送信、ランダムアクセス送信、または複数の受信機に送
信されたブロードキャスト送信、および決定に応答する第1のタイミング構成に従った送
信のうちの1つまたは複数を識別し得る。
【０１４５】
　TAコンポーネント850は、応答アップリンク通信のために利用可能な最大タイミングア
ドバンス(TA)を識別し得、タイミング構成は、最大TAに基づき得る。
【０１４６】
　TBSコンポーネント855は、応答アップリンク通信のために利用可能な最大トランスポー
トブロックサイズ(TBS)を識別し得、タイミング構成は、最大TAと最大TBSとに基づいて決
定され得る。場合によっては、第2のタイミング構成のために利用可能な最大トランスポ
ートブロックサイズ(TBS)は、第1の時間差または第2の時間差内で応答アップリンク通信
を送信するための、UEの能力の指示に基づいて決定される。場合によっては、第2のタイ
ミング構成のために利用可能な最大トランスポートブロックサイズ(TBS)は、UEによって
受信され得る同時送信の数に基づいて決定される。
【０１４７】
　通信マネージャ815がUEの一部である場合における能力指示コンポーネント860は、第1
の時間差または第2の時間差内で応答アップリンク通信を送信するための、UEの能力の指
示を提供し得る。通信マネージャ815が基地局の一部である場合における能力指示コンポ
ーネント860は、第1の時間差または第2の時間差内で応答アップリンク通信を送信するた
めの、UEの能力の指示を、UEから受信し得る。
【０１４８】
　アップリンク許可コンポーネント865は、ダウンリンク通信が、アップリンク許可にお
いて識別されたワイヤレスリソースを使用して送信されるべき肯定応答受信フィードバッ
クに関連付けられた最新のサブフレーム以降に提供される、アップリンク許可を含むこと
を識別し得る。場合によっては、送信することは、UEにアップリンク許可を送信すること
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を含む。
【０１４９】
　CSIコンポーネント870は、第2のタイミング構成が、識別された第2のタイミング構成に
基づいて、CSIを更新するための周期性を識別することをさらに含み、CSIを更新するため
の周期性を識別することが、CSIプロセスの数、CSI報告タイプ、または基準測定サブフレ
ームのうちの1つまたは複数を識別することを含むと決定し得る。
【０１５０】
　SRSコンポーネント875は、識別された第2のタイミング構成に基づく、SRSパラメータの
識別に基づいて、第2のタイミング構成を決定し得る。
【０１５１】
　ARIコンポーネント880は、ダウンリンク通信送信時間間隔(TTI)のために、第1のタイミ
ング構成に基づいて、アップリンク制御チャネルリソースインジケータを構成し、第2のT
TIのために、第2のタイミング構成に基づいて、アップリンク制御チャネルリソースイン
ジケータを更新し得る。
【０１５２】
　ルックアヘッドコンポーネント885は、第1の時間間隔(TTI)における送信が、第1のTTI
に続く第2のTTIにおける情報に依存すると決定し得る。
【０１５３】
　TDDタイミング構成コンポーネント890は、TDDタイミング構成、およびHARQ関連付けを
決定し得る。
【０１５４】
　eCCコンポーネント895は、共有無線周波数スペクトルを使用する通信を管理し得る。場
合によっては、ダウンリンク通信または応答アップリンク通信のうちの1つまたは複数は
、共有無線周波数スペクトル帯域を使用して送信され、eCCコンポーネントは、第1の時間
差または第2の時間差内で応答アップリンク通信を送信するための、UEの能力に基づいて
、クロス送信機会スケジューリング構成、またはHARQフィードバックプロセスの数のうち
の1つまたは複数を修正し得る。
【０１５５】
　図9は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサ
ポートするデバイス905を含むシステム900の図を示す。デバイス905は、たとえば、図1、
図6、および図7を参照しながら説明したような、ワイヤレスデバイス605、ワイヤレスデ
バイス705、またはUE115の構成要素の一例であり得るか、またはそれを含み得る。デバイ
ス905は、UE通信マネージャ915と、プロセッサ920と、メモリ925と、ソフトウェア930と
、トランシーバ935と、アンテナ940と、I/Oコントローラ945とを含む、通信を送信および
受信するための構成要素を含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素を含み得
る。
【０１５６】
　プロセッサ920は、インテリジェントハードウェアデバイス(たとえば、汎用プロセッサ
、デジタル信号プロセッサ(DSP)、中央処理ユニット(CPU)、マイクロコントローラ、特定
用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、プログラマブ
ル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理構成要素、個別ハードウェア構成
要素、またはそれらの任意の組合せ)を含み得る。場合によっては、プロセッサ920は、メ
モリコントローラを使用して、メモリアレイを動作させるように構成され得る。他の場合
には、メモリコントローラは、プロセッサ920に統合され得る。プロセッサ920は、様々な
機能(たとえば、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサポートする機能または
タスク)を実行するためにメモリ内に記憶されたコンピュータ可読命令を実行するように
構成され得る。
【０１５７】
　メモリ925は、ランダムアクセスメモリ(RAM)および読取り専用メモリ(ROM)を含み得る
。メモリ925は、実行されると、プロセッサに、本明細書で説明する様々な機能を実行さ
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せる命令を含む、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア930を記憶し得
る。場合によっては、メモリ925は、特に、周辺構成要素またはデバイスとの対話など、
基本的なハードウェアおよび/またはソフトウェア動作を制御し得る、基本入出力システ
ム(BIOS)を含み得る。
【０１５８】
　ソフトウェア930は、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサポートするため
のコードを含む、本開示の態様を実装するためのコードを含み得る。ソフトウェア930は
、システムメモリまたは他のメモリなど、非一時的コンピュータ可読媒体内に記憶され得
る。場合によっては、ソフトウェア930は、プロセッサによって直接実行可能ではないこ
とがあるが、(たとえば、コンパイルされ、実行されると)本明細書で説明する機能をコン
ピュータに実行させ得る。
【０１５９】
　トランシーバ935は、上記で説明したように、1つまたは複数のアンテナ、ワイヤードリ
ンク、またはワイヤレスリンクを介して、双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ
935は、ワイヤレストランシーバを表すことがあり、別のワイヤレストランシーバと双方
向に通信し得る。トランシーバ935はまた、パケットを変調し、変調されたパケットを送
信のためにアンテナに提供するために、かつアンテナから受信されたパケットを復調する
ために、モデムを含み得る。
【０１６０】
　場合によっては、ワイヤレスデバイスは、単一のアンテナ940を含み得る。しかしなが
ら、場合によっては、デバイスは、複数のワイヤレス送信を同時に送信または受信するこ
とが可能であり得る2つ以上のアンテナ940を有し得る。
【０１６１】
　I/Oコントローラ945は、デバイス905のための入力信号および出力信号を管理し得る。I
/Oコントローラ945はまた、デバイス905に統合されていない周辺装置を管理し得る。場合
によっては、I/Oコントローラ945は、外部周辺装置への物理接続またはポートを表すこと
がある。場合によっては、I/Oコントローラ945は、iOS(登録商標)、ANDROID(登録商標)、
MS-DOS(登録商標)、MS-WINDOWS(登録商標)、OS/2(登録商標)、UNIX(登録商標)、LINUX(登
録商標)、または別の知られているオペレーティングシステムなど、オペレーティングシ
ステムを利用し得る。
【０１６２】
　図10は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサ
ポートするデバイス1005を含むシステム1000の図を示す。デバイス1005は、たとえば、図
1、図7、および図8を参照しながら上記で説明したような、ワイヤレスデバイス705、ワイ
ヤレスデバイス805、または基地局105の構成要素の一例であり得るか、またはそれを含み
得る。デバイス1005は、基地局通信マネージャ1015と、プロセッサ1020と、メモリ1025と
、ソフトウェア1030と、トランシーバ1035と、アンテナ1040と、ネットワーク通信マネー
ジャ1045と、ノードB間通信マネージャ1050とを含む、通信を送信および受信するための
構成要素を含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素を含み得る。
【０１６３】
　基地局通信マネージャ1015は、図6および図7を参照しながら説明した通信マネージャ61
5または通信マネージャ715の態様の一例であり得る。
【０１６４】
　プロセッサ1020は、インテリジェントハードウェアデバイス(たとえば、汎用プロセッ
サ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、中央処理ユニット(CPU)、マイクロコントローラ、特
定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、プログラマ
ブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理構成要素、個別ハードウェア構
成要素、またはそれらの任意の組合せ)を含み得る。場合によっては、プロセッサ1020は
、メモリコントローラを使用して、メモリアレイを動作させるように構成され得る。他の
場合には、メモリコントローラは、プロセッサ1020に統合され得る。プロセッサ1020は、
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様々な機能(たとえば、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサポートする機能
またはタスク)を実行するためにメモリ内に記憶されたコンピュータ可読命令を実行する
ように構成され得る。
【０１６５】
　メモリ1025は、ランダムアクセスメモリ(RAM)および読取り専用メモリ(ROM)を含み得る
。メモリ1025は、実行されると、プロセッサに、本明細書で説明する様々な機能を実行さ
せる命令を含む、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア1030を記憶し得
る。場合によっては、メモリ1025は、特に、周辺構成要素またはデバイスとの対話など、
基本的なハードウェアおよび/またはソフトウェア動作を制御し得る、基本入出力システ
ム(BIOS)を含み得る。
【０１６６】
　ソフトウェア1030は、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法をサポートするため
のコードを含む、本開示の態様を実装するためのコードを含み得る。ソフトウェア1030は
、システムメモリまたは他のメモリなど、非一時的コンピュータ可読媒体内に記憶され得
る。場合によっては、ソフトウェア1030は、プロセッサによって直接実行可能ではないこ
とがあるが、(たとえば、コンパイルされ、実行されると)本明細書で説明する機能をコン
ピュータに実行させ得る。
【０１６７】
　トランシーバ1035は、上記で説明したように、1つまたは複数のアンテナ、ワイヤード
リンク、またはワイヤレスリンクを介して、双方向に通信し得る。たとえば、トランシー
バ1035は、ワイヤレストランシーバを表すことがあり、別のワイヤレストランシーバと双
方向に通信し得る。トランシーバ1035はまた、パケットを変調し、変調されたパケットを
送信のためにアンテナに提供するために、かつアンテナから受信されたパケットを復調す
るために、モデムを含み得る。
【０１６８】
　場合によっては、ワイヤレスデバイスは、単一のアンテナ1040を含み得る。しかしなが
ら、場合によっては、デバイスは、複数のワイヤレス送信を同時に送信または受信するこ
とが可能であり得る2つ以上のアンテナ1040を有し得る。
【０１６９】
　ネットワーク通信マネージャ1045は、(たとえば、1つまたは複数のワイヤードバックホ
ールリンクを介して)コアネットワークとの通信を管理し得る。たとえば、ネットワーク
通信マネージャ1045は、1つまたは複数のUE115などのクライアントデバイスのためのデー
タ通信の転送を管理し得る。
【０１７０】
　ノードB間通信マネージャ1050は、他の基地局105との通信を管理し得、他の基地局105
と協調して、UE115との通信を制御するためのコントローラまたはスケジューラを含み得
る。たとえば、ノードB間通信マネージャ1050は、ビームフォーミングまたはジョイント
送信などの様々な干渉緩和技法のために、UE115への送信のためのスケジューリングを協
調させ得る。いくつかの例では、ノードB間通信マネージャ1050は、基地局105間の通信を
行うために、LTE/LTE-Aワイヤレス通信ネットワーク技術内のX2インターフェースを提供
し得る。
【０１７１】
　図11は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法のた
めの方法1100を示すフローチャートを示す。方法1100の動作は、本明細書で説明したよう
なUE115または基地局105またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1100
の動作は、図6～図8を参照しながら説明したような通信マネージャによって実行され得る
。いくつかの例では、UE115または基地局105は、以下で説明する機能を実行するようにデ
バイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として
、UE115または基地局105は、専用ハードウェアを使用して以下で説明する機能の態様を実
行し得る。
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【０１７２】
　ブロック1105で、UE115または基地局105は、送信のために第1のタイミング構成を使用
するか、第2のタイミング構成を使用するかを決定し得る。第1のタイミング構成は、ダウ
ンリンク通信と応答アップリンク通信との間の第1の時間差を含み得、第2のタイミング構
成は、ダウンリンク通信と応答アップリンク通信との間の第2の時間差を含み、第2の時間
差は、第1の時間差未満である。決定は、第1の時間差または第2の時間差内で応答アップ
リンク通信を送信するための、ユーザ機器(UE)の能力に少なくとも部分的に基づき得る。
ブロック1105の動作は、図1～図5を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。い
くつかの例では、ブロック1105の動作の態様は、図6～図8を参照しながら説明したような
タイミング構成コンポーネントによって実行され得る。
【０１７３】
　ブロック1110で、UE115または基地局105は、決定に基づいて、第1のタイミング構成ま
たは第2のタイミング構成に従って送信し得る。ブロック1110の動作は、図1～図5を参照
しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロック1110の動作の
態様は、図6～図8を参照しながら説明したような送信構成コンポーネントによって実行さ
れ得、送信構成コンポーネントは、図6または図7を参照しながら説明したような送信機62
0または720、あるいは図9を参照しながら説明したようなアンテナ940およびトランシーバ
935、あるいは図10を参照しながら説明したようなアンテナ1040およびトランシーバ1035
と協調して動作し得る。
【０１７４】
　図12は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法のた
めの方法1200を示すフローチャートを示す。方法1200の動作は、本明細書で説明したよう
なUE115または基地局105またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1200
の動作は、図6～図8を参照しながら説明したような通信マネージャによって実行され得る
。いくつかの例では、UE115または基地局105は、以下で説明する機能を実行するようにデ
バイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として
、UE115または基地局105は、専用ハードウェアを使用して以下で説明する機能の態様を実
行し得る。いくつかの例では、ダウンリンク通信は、アップリンク許可を含み得、応答ア
ップリンク通信は、アップリンクデータメッセージを含み得、そこで、通信に関連付けら
れた時間差は、通信のために使用するためのタイミング構成の決定に基づいて、別のダウ
ンリンク通信および別の応答アップリンク通信に一緒に適用され得、そこで、別のダウン
リンク送信は、ダウンリンク許可を含み得、別の応答アップリンク送信は、ダウンリンク
許可に応答するフィードバックを含み得る。
【０１７５】
　ブロック1205で、UE115または基地局105は、ダウンリンク制御チャネルの共通探索空間
において、ダウンリンク通信のためのダウンリンク制御情報(DCI)を受信し得る。ブロッ
ク1205の動作は、図1～図5を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつか
の例では、ブロック1205の動作の態様は、図6～図8を参照しながら説明したようなDCIコ
ンポーネントによって実行され得、DCIコンポーネントは、図6または図7を参照しながら
説明したような受信機610または710、あるいは図9を参照しながら説明したようなアンテ
ナ940およびトランシーバ935、あるいは図10を参照しながら説明したようなアンテナ1040
およびトランシーバ1035と協調して動作し得る。
【０１７６】
　ブロック1210で、UE115または基地局105は、共通探索空間におけるダウンリンク通信の
ためのDCIの受信に応答して、第1のタイミング構成に従って送信し得る。ブロック1210の
動作は、図1～図5を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では
、ブロック1210の動作の態様は、図6～図8を参照しながら説明したような送信構成コンポ
ーネントによって実行され得、送信構成コンポーネントは、図6または図7を参照しながら
説明したような送信機620または720、あるいは図9を参照しながら説明したようなアンテ
ナ940およびトランシーバ935、あるいは図10を参照しながら説明したようなアンテナ1040
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およびトランシーバ1035と協調して動作し得る。
【０１７７】
　ブロック1215で、UE115または基地局105は、ダウンリンク制御チャネルのUE固有探索空
間において、ダウンリンク通信のためのダウンリンク制御情報(DCI)を受信し得る。ブロ
ック1215の動作は、図1～図5を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつ
かの例では、ブロック1215の動作の態様は、図6～図8を参照しながら説明したようなDCI
コンポーネントによって実行され得、DCIコンポーネントは、図6または図7を参照しなが
ら説明したような受信機610または710、あるいは図9を参照しながら説明したようなアン
テナ940およびトランシーバ935、あるいは図10を参照しながら説明したようなアンテナ10
40およびトランシーバ1035と協調して動作し得る。
【０１７８】
　ブロック1220で、UE115または基地局105は、UE固有探索空間におけるダウンリンク通信
のためのDCIの受信に応答して、第2のタイミング構成に従って送信し得る。ブロック1220
の動作は、図1～図5を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例で
は、ブロック1220の動作の態様は、図6～図8を参照しながら説明したようなタイミング構
成コンポーネントによって実行され得、タイミング構成コンポーネントは、図6または図7
を参照しながら説明したような送信機620または720、あるいは図9を参照しながら説明し
たようなアンテナ940およびトランシーバ935、あるいは図10を参照しながら説明したよう
なアンテナ1040およびトランシーバ1035と協調して動作し得る。
【０１７９】
　図13は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法のた
めの方法1300を示すフローチャートを示す。方法1300の動作は、本明細書で説明したよう
なUE115または基地局105またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1300
の動作は、図6～図8を参照しながら説明したような通信マネージャによって実行され得る
。いくつかの例では、UE115または基地局105は、以下で説明する機能を実行するようにデ
バイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として
、UE115または基地局105は、専用ハードウェアを使用して以下で説明する機能の態様を実
行し得る。
【０１８０】
　ブロック1305で、UE115または基地局105は、第2のタイミング構成が、応答アップリン
ク通信のために利用可能な最大タイミングアドバンス(TA)を識別することを含むと決定し
得る。ブロック1305の動作は、図1～図5を参照しながら説明した方法に従って実行され得
る。いくつかの例では、ブロック1305の動作の態様は、図6～図8を参照しながら説明した
ようなTAコンポーネントによって実行され得る。
【０１８１】
　ブロック1310で、UE115または基地局105は、応答アップリンク通信のために利用可能な
最大トランスポートブロックサイズ(TBS)を識別し、最大TAと最大TBSとに少なくとも部分
的に基づいて、第2のタイミング構成を決定し得る。ブロック1310の動作は、図1～図5を
参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロック1310の動
作の態様は、図6～図8を参照しながら説明したようなTBSコンポーネントによって実行さ
れ得る。
【０１８２】
　図14は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法のた
めの方法1400を示すフローチャートを示す。方法1400の動作は、本明細書で説明したよう
なUE115または基地局105またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1400
の動作は、図6～図8を参照しながら説明したような通信マネージャによって実行され得る
。いくつかの例では、UE115または基地局105は、以下で説明する機能を実行するようにデ
バイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として
、UE115または基地局105は、専用ハードウェアを使用して以下で説明する機能の態様を実
行し得る。
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【０１８３】
　ブロック1405で、UE115または基地局105は、サブフレーム全体に及ぶ制御チャネルにお
いて、ダウンリンク通信に関連付けられた制御情報を受信し得る。ブロック1405の動作は
、図1～図5を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロ
ック1405の動作の態様は、図6～図8を参照しながら説明したようなDCIコンポーネントに
よって実行され得、DCIコンポーネントは、図6または図7を参照しながら説明したような
受信機610または710、あるいは図9を参照しながら説明したようなアンテナ940およびトラ
ンシーバ935、あるいは図10を参照しながら説明したようなアンテナ1040およびトランシ
ーバ1035と協調して動作し得る。
【０１８４】
　ブロック1410で、UE115または基地局105は、受信に少なくとも部分的に基づいて、応答
アップリンク通信のために第1のタイミング構成を決定し得る。ブロック1410の動作は、
図1～図5を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロッ
ク1410の動作の態様は、図6～図8を参照しながら説明したようなタイミング構成コンポー
ネントによって実行され得る。
【０１８５】
　ブロック1415で、UE115または基地局105は、サブフレームのシンボルのサブセットに及
ぶ制御チャネルにおいて、ダウンリンク通信に関連付けられた制御情報を受信し得る。ブ
ロック1415の動作は、図1～図5を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いく
つかの例では、ブロック1415の動作の態様は、図6～図8を参照しながら説明したようなDC
Iコンポーネントによって実行され得、DCIコンポーネントは、図6または図7を参照しなが
ら説明したような受信機610または710、あるいは図9を参照しながら説明したようなアン
テナ940およびトランシーバ935、あるいは図10を参照しながら説明したようなアンテナ10
40およびトランシーバ1035と協調して動作し得る。
【０１８６】
　ブロック1420で、UE115または基地局105は、受信に少なくとも部分的に基づいて、応答
アップリンク通信のために第2のタイミング構成を決定し得る。ブロック1420の動作は、
図1～図5を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロッ
ク1420の動作の態様は、図6～図8を参照しながら説明したようなタイミング構成コンポー
ネントによって実行され得る。
【０１８７】
　図15は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法のた
めの方法1500を示すフローチャートを示す。方法1500の動作は、本明細書で説明したよう
な基地局105またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1500の動作は、
図6～図8を参照しながら説明したような通信マネージャによって実行され得る。いくつか
の例では、基地局105は、以下で説明する機能を実行するようにデバイスの機能要素を制
御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、基地局105は、専用
ハードウェアを使用して、以下で説明する機能の態様を実行し得る。いくつかの例では、
UEは、タイミング構成を示すRRCシグナリングを受信し、RRCシグナリングに基づいて、各
送信のためのタイミング構成を決定し得る。
【０１８８】
　ブロック1505で、基地局105は、第1の時間差または第2の時間差内で応答アップリンク
通信を送信するための、UEの能力の指示を、UEから受信し得る。ブロック1505の動作は、
図1～図5を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロッ
ク1505の動作の態様は、図6～図8を参照しながら説明したような能力指示コンポーネント
によって実行され得、能力指示コンポーネントは、図6または図7を参照しながら説明した
ような受信機610または710、あるいは図9を参照しながら説明したようなアンテナ940およ
びトランシーバ935、あるいは図10を参照しながら説明したようなアンテナ1040およびト
ランシーバ1035と協調して動作し得る。
【０１８９】
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　ブロック1510で、基地局105は、複数の送信時間間隔(TTI)の各々のために、第1のタイ
ミング構成または第2のタイミング構成を動的に決定し得る。ブロック1510の動作は、図1
～図5を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロック1
510の動作の態様は、図6～図8を参照しながら説明したようなタイミング構成コンポーネ
ントによって実行され得る。
【０１９０】
　図16は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信におけるレイテンシ低減技法のた
めの方法1600を示すフローチャートを示す。方法1600の動作は、本明細書で説明したよう
なUE115または基地局105またはその構成要素によって実施され得る。たとえば、方法1600
の動作は、図6～図8を参照しながら説明したような通信マネージャによって実行され得る
。いくつかの例では、UE115または基地局105は、以下で説明する機能を実行するようにデ
バイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として
、UE115または基地局105は、専用ハードウェアを使用して以下で説明する機能の態様を実
行し得る。
【０１９１】
　ブロック1605で、UE115または基地局105は、TDDダウンリンクサブフレームが第2のタイ
ミング構成を有すると決定し得る。ブロック1605の動作は、図1～図5を参照しながら説明
した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロック1605の動作の態様は、図6
～図8を参照しながら説明したようなTDDタイミング構成コンポーネントによって実行され
得る。
【０１９２】
　ブロック1610で、UE115または基地局105は、ハイブリッド自動再送要求(HARQ)フィード
バックの送信のためのTDDアップリンクサブフレームを識別し得る。ブロック1610の動作
は、図1～図5を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブ
ロック1610の動作の態様は、図6～図8を参照しながら説明したようなHARQコンポーネント
によって実行され得る。
【０１９３】
　ブロック1615で、UE115または基地局105は、第3のTDDアップリンクサブフレームにおい
て送信されるべき、第1のTDDダウンリンクサブフレームおよび/または第2のTDDダウンリ
ンクサブフレームからの、HARQフィードバックを構成し得る。ブロック1615の動作は、図
1～図5を参照しながら説明した方法に従って実行され得る。いくつかの例では、ブロック
1615の動作の態様は、図6～図8を参照しながら説明したようなHARQコンポーネントによっ
て実行され得る。
【０１９４】
　上記で説明した方法は、可能な実装形態について説明しており、動作およびステップは
、並べ替えられ、またはさもなければ修正され得、他の実装形態が可能であることに留意
されたい。さらに、方法のうちの2つ以上からの態様が組み合わされてよい。
【０１９５】
　本明細書で説明する技法は、符号分割多元接続(CDMA)システム、時分割多元接続(TDMA)
システム、周波数分割多元接続(FDMA)システム、直交周波数分割多元接続(OFDMA)システ
ム、シングルキャリア周波数分割多元接続(SC-FDMA)システム、および他のシステムのよ
うな様々なワイヤレス通信システムに使用され得る。「システム」および「ネットワーク
」という用語は、しばしば互換的に使用される。符号分割多元接続(CDMA)システムは、CD
MA2000、ユニバーサル地上波無線アクセス(UTRA)などの無線技術を実装し得る。CDMA2000
は、IS-2000規格、IS-95規格、およびIS-856規格を対象とする。IS-2000リリースは、一
般に、CDMA2000 1X、1Xなどと呼ばれることがある。IS-856(TIA-856)は、一般に、CDMA20
00 1xEV-DO、高速パケットデータ(HRPD)などと呼ばれる。UTRAは、広帯域CDMA(WCDMA(登
録商標))およびCDMAの他の変形態を含む。時分割多元接続(TDMA)システムは、モバイル通
信用グローバルシステム(GSM(登録商標))などの無線技術を実装し得る。
【０１９６】
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　直交周波数分割多元接続(OFDMA)システムは、ウルトラモバイルブロードバンド(UMB)、
発展型UTRA(E-UTRA)、米国電気電子技術者協会(IEEE)802.11(Wi-Fi)、IEEE802.16(WiMAX)
、IEEE802.20、Flash-OFDMなどの無線技術を実装し得る。UTRAおよびE-UTRAは、ユニバー
サルモバイルテレコミュニケーションズシステム(UMTS)の一部である。3GPPロングターム
エボリューション(LTE)およびLTEアドバンスト(LTE-A)は、E-UTRAを使用するユニバーサ
ルモバイルテレコミュニケーションズシステム(UMTS)の新しいリリースである。UTRA、E-
UTRA、UMTS、LTE、LTE-A、およびモバイル通信用グローバルシステム(GSM(登録商標))は
、「第3世代パートナーシッププロジェクト」(3GPP)という名称の組織からの文書に記載
されている。CDMA2000およびUMBは、「第3世代パートナーシッププロジェクト2」(3GPP2)
という名称の組織からの文書に記載されている。本明細書で説明する技法は、上述のシス
テムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術に使用され得る。LTEシステ
ムの態様が例として説明されている場合があり、説明の大部分においてLTE用語が使用さ
れている場合があるが、本明細書で説明する技法は、LTE適用例以外に適用可能である。
【０１９７】
　本明細書で説明するそのようなネットワークを含むLTE/LTE-Aネットワークでは、発展
型ノードB(eNB)という用語は、概して、基地局を表すために使用され得る。本明細書で説
明する1つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタイプの発展型ノードB(eNB)
が様々な地理的領域にカバレージを与える、異種LTE/LTE-Aネットワークを含み得る。た
とえば、各eNBまたは基地局は、マクロセル、スモールセル、または他のタイプのセルに
通信カバレージを提供し得る。「セル」という用語は、文脈に応じて、基地局、基地局に
関連付けられるキャリアもしくはコンポーネントキャリア、またはキャリアもしくは基地
局のカバレージエリア(たとえば、セクタなど)を表すために使用され得る。
【０１９８】
　基地局は、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、
ノードB、eノードB(eNB)、ホームノードB、ホームeノードB、または何らかの他の適切な
用語を含み得るか、またはそのように当業者によって呼ばれることがある。基地局のため
の地理的カバレージエリアは、カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタに分割さ
れ得る。本明細書で説明する1つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタイプ
の基地局(たとえば、マクロセル基地局またはスモールセル基地局)を含み得る。本明細書
で説明するUEは、マクロeNB、スモールセルeNB、中継基地局などを含む、様々なタイプの
基地局およびネットワーク機器と通信することが可能な場合がある。異なる技術のための
重複する地理的カバレージエリアがあり得る。
【０１９９】
　マクロセルは一般に、比較的大きい地理的エリア(たとえば、半径数キロメートル)をカ
バーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているUEによる無制限アクセスを可
能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較すると、マクロセルと同じまたはマクロ
セルとは異なる(たとえば、認可、無認可などの)周波数帯域で動作する場合がある低電力
基地局である。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセル、フェムトセル、およびマ
イクロセルを含み得る。ピコセルは、たとえば、小さい地理的エリアをカバーし得、ネッ
トワークプロバイダのサービスに加入しているUEによる無制限アクセスを可能にし得る。
フェムトセルも、小さい地理的エリア(たとえば、自宅)をカバーし得、フェムトセルとの
関連を有するUE(たとえば、限定加入者グループ(CSG)内のUE、自宅内のユーザのためのUE
など)による制限付きアクセスを提供し得る。マクロセルのためのeNBは、マクロeNBと呼
ばれることがある。スモールセルのためのeNBは、スモールセルeNB、ピコeNB、フェムトe
NB、またはホームeNBと呼ばれることがある。eNBは、1つまたは複数の(たとえば、2つ、3
つ、4つなどの)セル(たとえば、コンポーネントキャリア)をサポートし得る。UEは、マク
ロeNB、スモールセルeNB、リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局およびネット
ワーク機器と通信することが可能であり得る。
【０２００】
　本明細書で説明する単一または複数のワイヤレス通信システムは、同期動作または非同



(50) JP 6665323 B2 2020.3.13

10

20

30

40

50

期動作をサポートし得る。同期動作の場合、基地局は同様のフレームタイミングを有する
ことがあり、異なる基地局からの送信は時間的にほぼ整合されることがある。非同期動作
の場合、基地局は異なるフレームタイミングを有することがあり、異なる基地局からの送
信は時間的に整合されないことがある。本明細書で説明する技法は、同期動作または非同
期動作のいずれでも使用され得る。
【０２０１】
　本明細書で説明するダウンリンク送信は、順方向リンク送信と呼ばれることもあり、ア
ップリンク送信は、逆方向リンク送信と呼ばれることもある。たとえば、図1および図2の
ワイヤレス通信システム100および200を含む、本明細書で説明する各通信リンクは、1つ
または複数のキャリアを含み得、各キャリアは、複数のサブキャリア(たとえば、異なる
周波数の波形信号)で構成される信号であり得る。
【０２０２】
　添付の図面に関して本明細書に記載した説明は、例示的な構成を表すものであり、実装
される場合があるかまたは特許請求の範囲内にあるすべての例を表すものではない。本明
細書で使用する「例示的」という用語は、「例、事例、または例示として役立つ」ことを
意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味するものではない。詳細な説
明は、説明した技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法は
、これらの具体的な詳細なしに実践され得る。いくつかの事例では、説明した例の概念を
不明瞭にすることを避けるために、よく知られている構造およびデバイスがブロック図の
形で示されている。
【０２０３】
　本明細書で説明する情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用
して表され得る。たとえば、上の説明全体にわたって参照され得るデータ、命令、コマン
ド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしく
は磁気粒子、光場もしくは光粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０２０４】
　本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュールは、汎用プ
ロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲート
もしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本明細書で説明した機能
を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎
用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは任意の従来
のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロ
セッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ(たとえば、DSPとマイクロプロセッ
サとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連携した1つもしくは複数のマイク
ロプロセッサ、または任意の他のそのような構成)としても実装され得る。
【０２０５】
　本明細書で説明する機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェ
ア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。プロセッサによって実行さ
れるソフトウェアにおいて実装される場合、機能は、1つまたは複数の命令またはコード
としてコンピュータ可読媒体上に記憶され得るか、またはコンピュータ可読媒体を介して
送信され得る。他の例および実装形態は、本開示の範囲内および添付の特許請求の範囲内
にある。たとえば、ソフトウェアの性質に起因して、上記で説明した機能は、プロセッサ
、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのうちのいずれか
の組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装されることが可能である。機能
を実装する特徴はまた、異なる物理ロケーションにおいて機能の部分が実装されるように
分散されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲内
を含む本明細書で使用する場合、項目のリスト(たとえば、「のうちの少なくとも1つ」ま
たは「のうちの1つまたは複数」などの句で終わる項目のリスト)内で使用される「または
」は、たとえば、A、B、またはCのうちの少なくとも1つのリストが、AまたはBまたはCま
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たはABまたはACまたはBCまたはABC(すなわち、AおよびBおよびC)を意味するような包括的
リストを示す。
【０２０６】
　当業者に知られているか、または後で知られることになる、本開示全体にわたって説明
した様々な態様の要素に対するすべての構造的および機能的均等物は、参照により本明細
書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されることが意図される。その上、
本明細書で開示したものは、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に記載されている
かどうかにかかわらず、公に供されるものではない。「モジュール」、「機構」、「要素
」、「デバイス」、「構成要素」などの単語は、「手段」という単語の代用ではない場合
がある。したがって、いかなるクレーム要素も、その要素が「のための手段」という語句
を使用して明確に列挙されていない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈され
るべきではない。
【０２０７】
　コンピュータ可読媒体は、非一時的コンピュータ記憶媒体と、ある場所から別の場所へ
のコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体の両方を含む。
非一時的記憶媒体は、汎用コンピュータまたは専用コンピュータによってアクセスされ得
る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可読
媒体は、RAM、ROM、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ(EEPROM)、コンパク
トディスク(CD)ROMまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他
の磁気ストレージデバイス、あるいは、命令またはデータ構造の形態の所望のプログラム
コード手段を担持または記憶するために使用され得、汎用コンピュータもしくは専用コン
ピュータまたは汎用プロセッサもしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る任意の
他の非一時的媒体を備え得る。また、任意の接続が、適正にコンピュータ可読媒体と呼ば
れる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア
、デジタル加入者回線(DSL)、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス
技術を使用してウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、
同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線(DSL)、また
は赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本
明細書で使用するディスク(disk)およびディスク(disc)は、CD、レーザディスク(disc)、
光ディスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロッピーディスク(disk)お
よびBlu-ray(登録商標)ディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は通常データを磁気的に
再生し、ディスク(disc)はレーザを用いて光学的にデータを再生する。上記のものの組合
せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０２０８】
　本明細書における説明は、当業者が本開示を作成または使用することを可能にするため
に与えられる。本開示に対する様々な修正は、当業者に容易に明らかになり、本明細書で
定義する一般原理は、本開示の範囲を逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。し
たがって、本開示は、本明細書で説明する例および設計に限定されるのではなく、本明細
書で開示する原理および新規の特徴と一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
【符号の説明】
【０２０９】
　　100　ワイヤレス通信システム、システム
　　105　基地局、eノードB(eNB)、サービング基地局、eNB
　　105-a　第1の基地局
　　105-b　第2の基地局
　　105-c　基地局
　　110　地理的カバレージエリア、カバレージエリア
　　110-a、110-b　カバレージエリア
　　115、115-a、115-b　UE
　　125　通信リンク
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　　130　コアネットワーク
　　132、134　バックホールリンク
　　200　ワイヤレス通信システム
　　205　第1のCC
　　210　第2のCC
　　215　キャリア
　　300　フレーム構造
　　305、405　ダウンリンク送信
　　310、410　アップリンク送信
　　315　第1のダウンリンクサブフレーム
　　320　アップリンクサブフレームn+4
　　325　アップリンクサブフレームn+3
　　330　アップリンクサブフレームn+2
　　400　フレーム構造
　　415　サブフレームn
　　420　サブフレームn+1
　　425　ULサブフレームn+4
　　450　アップリンク制御チャネルタイミング
　　455　PDSCH送信
　　460　PUCCH送信
　　465　サブフレームn
　　470　サブフレームn+1
　　475　アップリンクサブフレームn+4、サブフレームn+4
　　605、705、805　ワイヤレスデバイス
　　610、710　受信機
　　615、715、815、915　通信マネージャ
　　620、720　送信機
　　725、820　タイミング構成コンポーネント
　　730、825　送信構成コンポーネント
　　830　ダウンリンク許可コンポーネント
　　835　HARQコンポーネント
　　840　DCIコンポーネント
　　845　SIBコンポーネント
　　850　TAコンポーネント
　　855　TBSコンポーネント
　　860　能力指示コンポーネント
　　865　アップリンク許可コンポーネント
　　870　CSIコンポーネント
　　875　SRSコンポーネント
　　880　ARIコンポーネント
　　885　ルックアヘッドコンポーネント
　　890　TDDタイミング構成コンポーネント
　　895　eCCコンポーネント
　　900、1000　システム
　　905、1005　デバイス
　　915　UE通信マネージャ
　　920、1020　プロセッサ
　　925、1025　メモリ
　　930、1030　ソフトウェア、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア
　　935、1035　トランシーバ



(53) JP 6665323 B2 2020.3.13

　　940、1040　アンテナ
　　945　I/Oコントローラ
　　1015　基地局通信マネージャ
　　1045　ネットワーク通信マネージャ
　　1050　ノードB間通信マネージャ

【図１】 【図２】
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